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に
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御
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札
山
略
図
」
の
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纂

　
（
一
）　

山
林
資
源
の
推
移
と
林
政
の
展
開

　
（
二
）　

文
化
期
に
お
け
る
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山
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御
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控
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の
編
纂
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三
）　

文
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御
札
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発
行
と
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の
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一
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御
札
の
発
行
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控
え
の
作
成

　
（
二
）　

御
札
の
掲
示

　
（
三
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御
札
の
再
発
行

　
（
四
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御
札
の
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き
上
げ

三　

御
札
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布
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移
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一
）　

御
札
山
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内
訳
と
分
布
の
特
徴
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二
）　

御
札
山
の
増
加
と
目
的
・
分
布
の
変
化

四　

御
札
山
の
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理
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利
用
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相
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一
）　

御
札
山
の
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草
地
利
用

　
（
二
）　

御
札
山
の
「
伐
尽
」

　
（
三
）　

村
方
に
よ
る
御
札
の
発
行
願
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お　

わ　

り　

に

　
　
　

は　

じ　

め　

に

本
稿
の
目
的
は
、
御
札
山
制
度
の
分
析
を
通
じ
て
、
秋
田
藩（
図
1
）に
お
け
る
山
林

資
源
の
管
理
と
利
用
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
御
札
山
は
、
藩
が
山
林
資
源
を
保
護
・
育
成
す
る
た
め
に
利
用
を
厳
し
く
制
限

し
た
山
林
を
指
し
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
領
内
各
地
で
設
定
さ
れ
た
。
藩
は
特
定
の
山

林
を
御
札
山
に
指
定
す
る
際
、
そ
の
区
域
や
保
護
・
育
成
の
目
的
を
記
載
し
た
木
製
の

御
札
を
地
元
の
村
に
発
行
し
、
該
当
す
る
山
林
へ
掲
示
さ
せ
た
。
こ
れ
が
御
札
山
と
呼

ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
の
数
は
多
く
、
文
政
期（
一
八
一
八
〜
三
〇
）の
時
点
で
確
認

し
う
る
も
の
だ
け
で
も
、
約
一
〇
〇
〇
か
所
に
の
ぼ
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
札
山
は
同

藩
に
お
け
る
山
林
資
源
の
管
理
と
利
用
を
論
じ
る
う
え
で
、
重
要
な
検
討
対
象
な
の
で

（
1
）
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あ
る
。

こ
う
し
た
御
札
山
に
つ
い
て
は
、
既
に
岩
崎
直
人
氏
や
村
井
英
夫
氏
に
よ
る
研
究

と
、『
秋
田
県
史
』
や
『
秋
田
県
林
業
史
』
の
分
析
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
岩
崎
氏
は
、

詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
な
い
も
の
の
、「
御
札
山
と
称
せ
し
は
、
民
間
の
用
に
供
す

る
た
め
林
木
を
養
護
す
る
場
合
」
で
、「
村
方
又
は
箇
人
の
出
願
に
よ
り
制
札
を
掲
示
」

し
た
山
林
と
定
義
し
た
。
こ
の
点
は
村
井
氏
も
同
様
の
理
解
で
、「
御
札
山
は
民
需
を

対
象
と
し
て
設
定
さ
れ
た
」
と
論
じ
、
①
近
世
初
期
に
は
水
源
涵
養
・
水
害
防
備
を
目

的
と
し
た
御
札
山
が
多
い
こ
と
、
②
元
禄
期（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）こ
ろ
か
ら
は
「
天

然
に
生
長
す
る
有
用
樹
種
の
稚
樹
を
保
護
し
、
そ
の
生
長
を
促
進
す
る
た
め
」
の
御
札

山
が
増
加
す
る
こ
と
、
③
「
農
民
が
植
林
を
す
る
場
合
、
保
護
の
万
全
を
期
す
る
た

め
、
藩
に
申
請
し
て
御
札
の
下
付
を
受
け
た
」
こ
と
、
④
「
郷
林
が
御
札
山
と
な
っ
て

い
る
」
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
秋
田
県
史
』
は
、
当
時
県
庁
に
保

管
さ
れ
て
い
た
「
御
札
山
略
図
」
と
い
う
史
料
を
用
い
て
、
平
鹿
郡
・
雄
勝
郡
以
外
の

御
札
の
発
行
年
代
を
検
討
し
、
元
禄
期
以
降
に
お
け
る
御
札
山
の
増
加
理
由
を
「
山
林

の
荒
廃
は
年
と
共
に
厳
し
く
な
っ
た
か
ら
、
藩
で
は（
中
略
）将
来
に
そ
な
え
て
有
望
な

（
2
）

（
3
）

山
林
を
指
定
し
て
新
林
の
育
成
を
は
か
っ
た
」
と
説
明
し
た
。
こ
こ
で
は
、
岩
崎
氏
・

村
井
氏
の
見
解
と
は
異
な
り
、
御
用
材
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
藩
の
主
体
性
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
続
く
『
秋
田
県
林
業
史
』
は
、
記
述
の
大
部
分
を
岩
崎
氏
・
村
井
氏
の
研

究
と
『
秋
田
県
史
』
に
依
拠
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
を
折
衷
し
、「（
御
）札
山
の
設
置

は
山
林
の
育
成
と
い
う
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
藩
に
と
っ
て
も
農
民
に
と
っ
て
も
必
要
な

制
度
で
あ
っ
た
」
と
結
論
し
た
。

右
の
先
行
研
究
を
通
覧
す
る
と
、
御
札
山
制
度
の
特
徴
が
一
定
程
度
明
ら
か
に
な
っ

た
一
方
で
、
以
下
の
三
つ
の
問
題
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
御
札
の
発
行
と
掲
示
の

シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
未
解
明
な
点
で
あ
る
。
御
札
に
よ
る
山
林
資
源
の
管
理
は
秋
田

藩
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
的
な
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。
第
二
に
、
史
料
的
制
約
に

よ
っ
て
、
平
鹿
郡
・
雄
勝
郡
の
御
札
山
が
分
析
対
象
に
入
っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

『
秋
田
県
史
』
が
用
い
た
「
御
札
山
略
図
」
は
、
当
時
山
本
郡
・
秋
田
郡
・
川
辺
郡
・

仙
北
郡
の
分
し
か
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
藩
領
全
域
に
わ
た
る
分
析
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
筆
者
は
林
野
庁
東
北
森
林
管
理
局
で
、
平
鹿
郡
・
雄

勝
郡
の
「
御
札
山
略
図
」
を
見
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
御
札
山
の
数
と
目
的
・
分
布

の
推
移
を
、
総
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
第
三
に
、
御
札
山
の
管

理
・
利
用
の
実
態
が
追
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
御
札
山
が
ど
の
よ
う
な
存
在

で
あ
っ
た
の
か
を
、
具
体
的
な
事
例
か
ら
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
御
札
山
略
図
」
に
加
え
、
後
述
す
る
「
山
林
御
札
控
」
な
ど

の
関
連
史
料
を
用
い
る
こ
と
で
、
右
の
諸
問
題
に
検
討
を
加
え
た
い
。

（
4
）

（
5
）

図1　秋田藩領の概略図
出典：秋田県編『秋田県林業史 上巻』

（秋田県、1973年）、104頁の図
に加筆修正して作成。
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一　
「
山
林
御
札
控
」「
御
札
山
略
図
」
の
編
纂

　
　
　
（
一
）　

山
林
資
源
の
推
移
と
林
政
の
展
開

本
章
で
は
、
山
林
資
源
の
推
移
と
林
政
の
展
開
を
整
理
し
た
う
え
で
、
分
析
素
材
と

な
る
「
山
林
御
札
控
」「
御
札
山
略
図
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。

秋
田
藩
は
良
質
な
山
林
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
藩
営
の
用

材
・
薪
炭
材
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
藩
北
部
の
米
代
川
流
域
と
男
鹿
半

島
は
全
国
で
も
有
数
の
ス
ギ
の
産
地
で
、
山
本
郡
と
秋
田
郡
の
比
内
・
小
猿
部
・
阿

仁
・
男
鹿
に
は
、「
能
代
木
山
」
と
呼
ば
れ
る
藩
直
轄
林
が
広
く
設
定
さ
れ
た
。
こ
の

能
代
木
山
か
ら
生
産
さ
れ
た
用
材
は
、
米
代
川
河
口
の
能
代
に
集
め
ら
れ
、
領
内
・
領

外
へ
と
移
送
さ
れ
た
。
元
和
・
寛
永
期（
一
六
一
五
〜
四
四
）に
能
代
か
ら
領
外
へ
販
売

さ
れ
た
用
材
の
代
銀
は
、
一
か
年
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
貫
目
に
も
の
ぼ
っ
た
。

し
か
し
、
一
七
世
紀
も
後
半
に
な
る
と
次
第
に
山
林
資
源
が
減
少
し
、
藩
は
そ
の
保

護
・
育
成
に
乗
り
出
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
寛
文
・
延
宝
期（
一
六
六
一
〜
八
一
）

か
ら
御
留
山（
直
轄
林
）・
御
留
木（
直
轄
木
）の
指
定
に
よ
っ
て
ス
ギ
・
ヒ
バ
な
ど
の
伐

採
規
制
を
進
め
た
ほ
か
、
元
禄
期（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）に
か
け
て
林
政
担
当
の
役
人

を
整
備
し
、
宝
永
・
正
徳
期（
一
七
〇
四
〜
一
六
）に
は
青
木（
針
葉
樹
）の
植
栽
や
雑
木（
落

葉
広
葉
樹
）の
保
護
・
育
成
を
村
々
に
命
じ
た
。
特
に
正
徳
期
に
は
、
植
栽
し
た
ス
ギ
・

ヒ
バ
な
ど
が
成
林
し
た
場
合
、
そ
の
立
木
を
藩
と
林
主
で
五
対
五
に
分
収
す
る
旨
を
明

文
化
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
歩
分
林
制
度
と
呼
ぶ
。
そ
れ
ま
で
は
、
た
と
え
ス
ギ
・

ヒ
バ
な
ど
を
植
栽
し
て
も
、
林
主
の
用
益
権
は
明
確
で
な
か
っ
た
の
で
、
歩
分
林
制
度

の
創
出
は
植
林
奨
励
策
と
し
て
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
こ
の
時
期
に
は
、
山
林
資
源
を
め
ぐ
る
新
た
な
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
寛

文
一
〇
年
、
米
代
川
支
流
の
阿
仁
川
流
域
に
阿
仁
銅
山
が
開
鉱
し
、
宝
永
五
年
に
は

三
六
〇
万
斤
を
出
銅
す
る
と
い
う
最
盛
期
を
迎
え
た
。
そ
の
た
め
、
製
錬
に
不
可
欠
な

薪
炭
材
の
需
要
が
急
激
に
高
ま
り
、
阿
仁
銅
山
近
郊
の
山
林
資
源
は
み
る
み
る
う
ち
に

減
少
し
た
。
そ
こ
で
元
文
五
年（
一
七
四
〇
）、
藩
は
秋
田
郡
の
阿
仁
を
中
心
に
「
銅
山

掛
山
」
と
呼
ば
れ
る
直
轄
林
を
設
定
し
て
、
山
林
資
源
の
保
護
・
育
成
を
図
っ
た
。
さ

ら
に
、
宝
暦
期（
一
七
五
一
〜
六
四
）に
な
る
と
、
藩
は
「
番
山
繰
」
の
立
案
・
普
及
に

よ
っ
て
、
銅
山
掛
山
の
持
続
的
な
利
用
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
寛
政
期（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）に
は
、
凶
作
で
疲
弊
し
た
村
々
の

立
て
直
し
な
ど
を
目
的
に
、
藩
政
改
革
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
林
政
も
ま
た

藩
政
改
革
と
連
動
し
、
村
々
の
相
続
援
助
と
耕
地
の
維
持
・
復
興
を
図
る
た
め
、
ウ
ル

シ
を
は
じ
め
と
す
る
諸
産
物
と
と
も
に
、
ス
ギ
な
ど
の
山
林
資
源
を
育
成
す
る
こ
と
が

奨
励
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
右
の
方
針
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
藩
は
寛
政
七
年
か
ら
同

一
一
年
に
か
け
て
、
領
内
山
林
の
ほ
と
ん
ど
を
、
民
政
・
農
政
担
当
の
郡
方
に
移
管
・

集
約
し
て
い
っ
た
。
従
来
は
目
的
や
用
途
に
応
じ
て
、
複
数
の
担
当
部
局
が
そ
れ
ぞ
れ

の
山
林
を
支
配
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
郡
方
へ
の
林
政
集
中
は
、
秋
田
藩
の
歴
史
上
重

要
な
意
義
を
持
つ
。

と
こ
ろ
が
、
郡
方
は
山
林
資
源
の
育
成
を
村
々
に
奨
励
す
る
一
方
で
、
自
ら
は
経
済

的
利
益
を
追
求
し
た
杣
出
し
を
実
施
し
、
か
え
っ
て
既
存
の
山
林
資
源
を
減
少
さ
せ

た
。
そ
の
た
め
、
藩
は
文
化
二
年（
一
八
〇
五
）か
ら
林
政
の
刷
新
を
企
図
し
、
こ
れ
を

木
山
方
に
管
掌
さ
せ
た
。
こ
の
木
山
方
は
、
木
山
掛
奉
行
を
長
官
と
し
、
次
官
に
相
当

す
る
木
山
方
吟
味
役
の
も
と
に
、
実
務
を
担
う
林
取
立
役
な
ど
を
編
成
し
た
林
政
担
当

部
局
で
あ
る
。
こ
う
し
て
開
始
さ
れ
た
一
九
世
紀
林
政
改
革
は
、
①
山
林
資
源
の
実
態

調
査
と
そ
の
記
録
化
、
②
山
林
の
取
り
締
ま
り
、
③
植
林
の
奨
励
、
④
利
用
方
法
の
改

（
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）
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善
と
統
制
を
基
調
と
し
、
山
林
資
源
の
保
護
・
育
成
と
、
そ
の
持
続
的
利
用
を
推
進
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
ス
ギ
な
ど
の
植
栽
を
奨
励
す
る
た
め
、
長
ら
く
五
対

五
の
ま
ま
で
あ
っ
た
分
収
割
合
を
、
林
主
に
有
利
と
な
る
よ
う
三
対
七
に
変
更
し
た
点

は
特
筆
さ
れ
る
。

　
　
　
（
二
）　

文
化
期
に
お
け
る
「
山
林
御
札
控
」
の
編
纂

秋
田
藩
に
お
け
る
一
九
世
紀
林
政
改
革
の
も
う
一
つ
の
特
徴
に
、
林
政
に
関
す
る
記

録
の
作
成
が
あ
る
。
こ
う
し
た
記
録
の
作
成
は
、
長
期
的
な
視
野
に
基
づ
い
て
山
林
資

源
の
管
理
と
利
用
を
進
め
る
う
え
で
、
必
要
不
可
欠
な
施
策
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
文
化
九
年（
一
八
一
二
）一
〇
月
に
完
成
し
た
の
が
「
山
林
御
札

控
」
で
あ
る
。
同
史
料
は
「
御
札
扣
是
迄
木
山
方
ニ
無
之
」
と
の
理
由
か
ら
、
過
去
に

発
行
さ
れ
た
御
札
の
記
載
内
容
を
木
山
方
で
収
集
・
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
札
山

制
度
の
実
態
を
解
明
す
る
う
え
で
、
最
も
基
礎
的
な
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
本
節
で

は
、
編
纂
方
法
が
記
さ
れ
た
一
巻
の
冒
頭
部
分
を
引
用
し
、
そ
の
性
格
を
検
討
す
る
。

〔
史
料
1
〕

　
　
　

山
林
御
札
控
取
纏
之
次
第

一（
第
一
条
）、山
林
御
札
控
、
御
評
定
所
御
旧
記
を
主
と
し
、
尚
今
般
六
郡
村
々
よ
り
御
札

写
為
差
出
之
、
合
考
之
上
相
纏
之

一（
第
二
条
）、御
評
定
所
御
扣
、
村
方
書
出
と
不
引
合
処
ハ
朱
に
て
其
訳
記
置
、
御
扣
に
無

之
、
村
方
書
出
に
よ
り
て
補
候
分
ハ
肩
へ
朱
に
て
補
之
字
記
置

一（
第
三
条
）、御
評
定
所
御
控
、
惣
而
老
中
名
前
無
之
、
今
度
村
方
書
出
に
拠
て
書
載
之

一（
第
四
条
）、御
札
年
月
と
老
中
名
前
不
引
合
分
ハ
、
惣
し
而
御
書
替
之
節
先
年
始
而
被
掛

置
候
時
之
年
月
江
、
御
書
替
之
時
之
月
番
老
中
名
前
認
候
古
例
に
候
故
な
り
、

其
中
ニ
者
御
書
替
之
節
年
月
・
名
前
共
相
改
候
分
茂
間
々
有
之
、
是
異
例
な
り

一（
第
五
条
）、御
札
先
年
よ
り
老
中
名
前
を
以
被
掛
置
候
処
、
寛
政
七
卯
年
郡
奉
行
江
木
山

被
相
任
候
ニ
付
、
郡
奉
行
名
前
ニ
て
掛
置
候
、
文
化
二
丑
年
木
山
方
担
に
被
相

復
候
以
来
、
如
古
老
中
名
前
を
以
被
掛
置
之

但
、
植
立
被
任
置
候
等
ニ
付
札
（
御
欠
）掛
置
候
節
、
木
山
方
奉
行
名
前
に
て
掛
置

候
事
茂
有
之

一（
第
六
条
）、山
守
・
符
人
之
名
前
、
村
方
よ
り
書
出
候
分
ハ
書
載
之
、
書
出
無
之
分
ハ
不

記
之

右
御
札
扣
、
菊
地
山
三
郎
「
林

（
割
書
）取
立
役
」
取
纏
之
、
木
山
方
役
々
遂
吟

味
、
達
老
中
相
定
も
の
也

尓
時
文
化
九
年�

（
家
老
・
木
山
方
役
人
署
名
省
略
）　　

　
　
　
　

申
十
月

こ
れ
に
よ
る
と
、
村
々
へ
発
行
さ
れ
た
御
札
の
記
載
内
容
は
、
藩
の
評
定
所
で
書
き

留
め
て
お
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
編
纂
に
あ
た
っ
て
村
々
に
御
札
の
写
し

を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
と
評
定
所
の
控
え
を
対
照
し
た
と
こ
ろ（
第
一
条
）、
両
者
の
記
載

に
は
一
部
相
違
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
評
定
所
に
は
控
え
す
ら
残
っ
て
い
な
い
御
札

の
存
在
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
記
載
の
相
違
点
は
朱
書
き
し
、
村
方
か
ら
の

申
告
で
の
み
存
在
を
知
り
う
る
御
札
は
、
肩
に
「
補
」
と
朱
書
き
し
て
収
録
し
て
い
る

（
第
二
条
）。
加
え
て
、
評
定
所
の
控
え
に
は
概
し
て
家
老
の
署
名
が
な
い
た
め
、
そ
れ

も
村
々
か
ら
提
出
さ
れ
た
写
し
を
用
い
て
補
筆
し
て
い
る（
第
三
条
）。
な
お
、
御
札
の

発
行
年
月
と
家
老
の
名
前
が
対
応
し
な
い
場
合
が
あ
る
の
は
、
御
札
を
再
発
行
す
る
際

に
、
年
月
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
一
方
で
、
署
名
は
実
際
の
月
番
家
老
が
行
う
と
い
う

「
古
例
」
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
反
対
に
、
再
発
行
の
際
に
年
月
と
名
前
の
双
方
を
改
め
る

の
は
「
異
例
」
で
あ
っ
た（
第
四
条
）。
ま
た
、
御
札
の
署
名
者
は
「
先
年
」
か
ら
家
老

（
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秋
田
藩
に
お
け
る
御
札
山
の
管
理
・
利
用

八
五

で
あ
っ
た
が
、
郡
方
が
林
政
を
担
当
し
て
い
た
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）か
ら
文
化
二
年

ま
で
の
間
は
郡
奉
行
が
署
名
し
た
。
そ
の
後
、
木
山
方
が
林
政
を
管
掌
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
従
来
通
り
家
老
が
署
名
し
た
が
、
例
外
的
に
木
山
掛
奉
行
が
署
名
す
る
場
合
も

あ
っ
た（
第
五
条
）。
山
守
や
符
人
の
名
前
も
、
村
々
か
ら
申
告
が
あ
れ
ば
記
録
し
た
と

い
う（
第
六
条
）。

右
の
編
纂
方
法
の
う
ち
、
前
半
の
内
容
は
文
章
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
。
そ
こ

で
、
実
際
に
「
山
林
御
札
控
」
の
記
載
例
を
四
点
示
し
、
説
明
を
補
足
し
よ
う
。

〔
史
料
2
〕

下
院
内
村
之
内
、
未
那
坂
平
臼
館
東
者
坪
か
沢
嶺
限
観
音
山
林
境
よ
り
西
者
湯
の

沢
休
石
長
根
限
嶺
限
水
落
次
第
、
林
に
立
置
之
間
、
下
草
に
て
も
刈
取
へ
か
ら
さ

る
者
也

　

享
保
二
十
年
二
月
日�

大
越
甚
右
衛
門

〔
史
料
3
〕

小
野
村
別
当
林
之
内
、
嶺
限
水
落
次
第
岩
の
上
東
平
通
、
林
に
立
置
之
間
、
下
枝

た
り
共
伐
取
へ
か
ら
さ
る
者
也

　

貞
享
四
年
六
月
日�

大
越
甚
右
衛
門

　
　
　
「
村

（
朱
書
）方
書
出
、
別
当
林
を
別
水
林
と
有
之
」

〔
史
料
4
〕

下
院
内
村
之
内
、
小
沢
東
な
て
突
沢
よ
り
折
廻
し
林
崎
前
平
通
長
根
崎
ま
て
嶺
限

水
落
次
第
、
林
に
立
置
之
間
、
下
枝
に
て
も
伐
取
へ
か
ら
さ
る
も
の
也

　

宝
永
七
年
七
月
日

　
　
　
「
右

（
朱
書
）ハ
村
方
書
出
に
無
之
」

〔
史
料
5
〕

「
補

（
朱
書
）」

上
院
内
村
貝
沢
之
内
、
大
桑
の
沢
・
小
桑
の
沢
両
平
水
落
次
第
、
林
に
立
置
之

間
、
不
可
伐
取
も
の
也

　

享
保
十
三
年
七
月
日�

小
場
源
左
衛
門 

史
料
2
は
、
評
定
所
の
控
え
と
、
村
方
か
ら
提
出
さ
せ
た
写
し
に
相
違
が
み
ら
れ
な

い
場
合
で
あ
る
。
雄
勝
郡
下
院
内
村
の
う
ち
、「
未
那
坂
平
臼
館
東
者
坪
か
沢
嶺
限
観

音
山
林
境
よ
り
西
者
湯
の
沢
休
石
長
根
限
嶺
限
水
落
次
第
」
の
場
所
は
山
林
に
育
成
す

る
の
で
、
た
と
え
「
下
草
」
で
あ
っ
て
も
刈
り
取
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
が
記
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
御
札
の
記
載
は
基
本
的
に
こ
の
形
式
を
取
る
が
、
①
「
林
に
立
置
」
の
部

分
が
目
的
に
応
じ
て
変
化
す
る
点（
第
二
章
参
照
）、
②
「
下
草
」「
刈
取
」
の
部
分
が
場

合
に
よ
っ
て
「
下
枝
」「
伐
取
」
な
ど
に
変
化
す
る
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

史
料
3
は
、
史
料
2
の
反
対
で
、
評
定
所
の
控
え
と
、
村
方
か
ら
提
出
さ
せ
た
写
し

に
相
違
が
み
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
評
定
所
の
控
え
に
は
「
別
当
林
」

と
あ
る
も
の
の
、
村
方
か
ら
提
出
さ
せ
た
写
し
に
は
「
別
水
林
」
と
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。

史
料
4
は
、
評
定
所
に
は
控
え
が
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
村
方
か
ら
は
申
告
が
な

か
っ
た
場
合
で
、
そ
の
こ
と
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
村
方

か
ら
申
告
で
き
な
い
理
由（
御
札
の
腐
朽
・
焼
失
な
ど
）に
つ
い
て
報
告
が
あ
れ
ば
、
そ
の

旨
も
朱
書
き
さ
れ
た
。
な
お
、
評
定
所
の
控
え
に
は
概
し
て
家
老
の
署
名
が
な
い
た

め
、
史
料
2
と
史
料
3
は
、
家
老
の
名
前
を
村
方
か
ら
提
出
さ
せ
た
写
し
を
用
い
て
補

筆
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
史
料
4
の
例
で
は
、
村
方
か
ら
写
し
の
提
出

が
な
か
っ
た
た
め
、
家
老
の
名
前
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

史
料
5
は
、
史
料
4
の
反
対
で
、
評
定
所
に
は
控
え
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
村
方
か
ら

の
申
告
で
の
み
御
札
の
存
在
を
知
り
う
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
た
め
、
肩

に
「
補
」
と
朱
書
き
が
あ
る
。
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秋
田
藩
に
お
け
る
御
札
山
の
管
理
・
利
用

八
六

な
お
、
史
料
1
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
特
別
な
理
由（
区
域
・
目
的
の
変
更
な
ど
）

に
よ
っ
て
御
札
が
再
発
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
該
当
す
る
御
札
の
部
分
に
、
そ
の
旨
が

朱
書
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
年
月
の
経
過
と
と
も
に
評
定
所
の
控
え
に
は
不
備
が
生
じ
、
文
化
期

に
は
現
実
の
御
札
と
一
致
し
な
く
な
っ
て
い
た
。「
山
林
御
札
控
」
の
編
纂
は
、
林
政

改
革
を
進
め
よ
う
と
す
る
木
山
方
が
、
過
去
に
発
行
さ
れ
た
御
札
の
記
載
内
容
を
一
つ

一
つ
点
検
し
て
取
り
ま
と
め
、
領
内
の
御
札
山
を
再
把
握
し
よ
う
と
し
た
点
で
意
義
が

あ
る
。
な
お
、
こ
の
編
纂
事
業
は
、
林
取
立
役
の
菊
地
山
三
郎
が
御
札
控
取
纏
掛
と
し

て
担
当
し
、
木
山
方
役
人
が
吟
味
し
た
う
え
で
、
家
老
の
決
裁
を
得
て
完
了
し
た
。
事

業
の
開
始
は
文
化
九
年
三
月
六
日 

、
完
了
は
同
年
一
〇
月
二
九
日
な
の
で 

、
編
纂
に

は
約
八
か
月
を
要
し
て
い
る
。
前
掲
史
料
1
の
末
尾
に
は
、
家
老
四
人
と
木
山
方
役
人

一
八
人
が
連
署
し
て
お
り
、「
山
林
御
札
控
」
の
編
纂
は
、
藩
に
と
っ
て
重
要
な
事
業

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
　
　
（
三
）　

文
政
期
に
お
け
る
「
御
札
山
略
図
」
の
編
纂

文
政
期（
一
八
一
八
〜
三
〇
）に
な
る
と
、
御
札
山
の
様
子
や
場
所
を
描
い
た
絵
図
が

作
成
さ
れ
、
こ
れ
に
御
札
の
記
載
内
容
を
書
き
添
え
た
「
御
札
山
略
図
」
が
編
纂
さ
れ

た 

。
編
纂
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
収
録
さ
れ
た
御
札
の
発
行
年
代
の
下
限
が
文

政
五
年
な
の
で
、
そ
の
こ
ろ
の
編
纂
と
推
測
さ
れ
る
。
同
史
料
は
、
管
見
の
限
り
秋

田
県
公
文
書
館
に
一
〇
冊
、
東
北
森
林
管
理
局
に
一
一
冊 

、
国
立
公
文
書
館
に
二
冊
、

合
計
二
三
冊
残
さ
れ
て
い
る 

。
こ
の
「
御
札
山
略
図
」
は
、
前
掲
の
「
山
林
御
札
控
」

と
並
ん
で
、
御
札
山
制
度
に
関
す
る
最
も
基
礎
的
な
史
料
の
一
つ
で
あ
る
。
御
札
の
記

載
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
図
2
を
参
照
し
な
が
ら
絵
図
の
特
徴

を
押
さ
え
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
河
川
が
青
色
、
道
路
が
赤
色
で
示
さ
れ
、
流
域
の
山
林
が
緑
色
で
描
か
れ
て

い
る
。
こ
の
緑
色
は
、
雑
木
や
草
が
生
育
し
て
い
る
様
子
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
「
雑
木
立
相
応
」「
笹
草
立
」
な
ど
の
記
述
が
み
え
る

（
ア
・
イ
）。
ま
た
、
一
部
の
山
林
に
は
、
①
青
色
で
針
状
の
線（
ウ
）、
②
土
色
の
線
と

そ
れ
に
直
交
す
る
青
色
の
線（
エ
）、
③
黒
色
の
点
と
黒
色
で
弓
な
り
の
線（
オ
）が
描
き

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
号
は
、
絵
図
に
添
え
ら
れ
た
林
相
に
関
す
る
記
述
を
踏

ま
え
る
と
、
特
定
の
樹
種
を
表
現
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
ス

ギ
、
②
マ
ツ
、
③
ヤ
ナ
ギ
を
指
す
と
考
え
て
良
い
。
こ
の
ほ
か
、
屋
敷
や
神
社
、
耕

地
、
岩
場
な
ど
が
、
御
札
山
の
場
所
の
目
印（
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
）と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

な
お
、「
御
札
山
略
図
」
に
は
、
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
御
札
山
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
情
報
や
村
方
か
ら
の
願
書
、
そ
れ
に
対
す
る

藩
の
書
付
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
特
に
願
書
の
多
く
は
文
政
四
年
・
五
年

の
も
の
で
、
文
面
を
み
る
と
、
木
山
方
役
人
に
よ
る
廻
在
と
御
札
山
の
見
分
を
契
機
に

作
成
さ
れ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る（
第
四
章
参
照
）。
収
録
さ
れ
た
御
札
の
発
行
年
代
の

下
限
が
文
政
五
年
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
の
木
山
方
役
人
に
よ
る
廻
在

と
御
札
山
の
見
分
は
、「
御
札
山
略
図
」
編
纂
の
前
提
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
木
山

方
は
、
絵
図
や
御
札
の
記
載
内
容
と
と
も
に
、
廻
在
・
見
分
の
過
程
で
知
り
得
た
情
報

や
受
け
取
っ
た
願
書
な
ど
を
「
御
札
山
略
図
」
に
集
約
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を

御
札
山
制
度
の
基
礎
台
帳
と
し
て
運
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
文
化
〜
文
政
期（
一
八
〇
四
〜
三
〇
）に
は
、
林
政
改
革
の
一
環
と

し
て
、
木
山
方
の
役
人
が
藩
庁
に
居
な
が
ら
、
領
内
に
分
布
す
る
御
札
山
を
一
定
程
度

把
握
で
き
る
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
た
。
次
章
で
は
、「
山
林
御
札
控
」
と
「
御
札
山
略

図
」
を
手
が
か
り
に
、
御
札
の
発
行
と
掲
示
の
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）
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ア）「雑木立相応」とあり（秋田郡荒瀬村）。 イ）「笹草立」とあり（秋田郡李台村）。

ウ）「雑木若木立、自然杉有」とあり（秋田郡七日市村）。 エ）「雑木若木立、自然杉少々、
　　松間原」とあり（秋田郡七日市村）。

オ）「柳小柴立」とあり（仙北郡金沢西根村）。

①スギ ②マツ

③ヤナギ

図2　「御札山略図」の例
出典：ア〜エ「秋田郡御札山略図 小猿部・大阿仁・小阿仁」（秋田県公文書館蔵、史料番号：県C-451）、オ「御

札山略図 乾」（秋田県公文書館蔵、史料番号：県C-457）をもとに加筆して作成。



秋
田
藩
に
お
け
る
御
札
山
の
管
理
・
利
用

八
八

　
　
　

二　

御
札
の
発
行
と
掲
示
の
シ
ス
テ
ム

　
　
　
（
一
）　

御
札
の
発
行
と
控
え
の
作
成

先
述
の
通
り
、
御
札
の
発
行
に
は
、
原
則
と
し
て
家
老
の
署
名
が
必
要
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）か
ら
文
化
二
年（
一
八
〇
五
）ま
で
の
間
は
、
郡
奉
行
の

署
名
で
発
行
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
文
化
二
年
以
降
は
、
従
来
通
り
家
老
が
署
名
し

た
が
、
例
外
的
に
木
山
掛
奉
行
が
署
名
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
発
行
し
た
御

札
の
記
載
内
容
は
、
評
定
所
で
控
え
て
お
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
御
札
を
拝
領
し
た
村
々
は
、
そ
れ
を
山
林
へ
掲
示
す
る
ま
え
に
控
え
を
作
成

し
た
。「
山
林
御
札
控
」
所
収
の
仙
北
郡
心
像
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
御
札
無
残
朽
損

じ
候
故
、
村
方
扣
よ
り
写
取
書
出
候
よ
し
」
と
あ
り
、
編
纂
過
程
で
御
札
の
写
し
を
求

め
ら
れ
た
同
村
は
、
御
札
自
体
は
朽
ち
て
損
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、
代
わ
り
に
村
の
控

え
か
ら
記
載
内
容
を
写
し
取
っ
て
提
出
し
て
い
る
。
な
お
、
同
史
料
所
収
の
仙
北
郡
鎌

川
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
御
札
数
年
に
相
成
、
朽
損
当
時
無
之
、
尚
又
右
扣
ハ
先
肝

煎
居
宅
類
焼
之
砌
焼
失
致
候
よ
し
」
と
あ
り
、
御
札
の
控
え
は
肝
煎
の
屋
敷
で
保
管
さ

れ
て
い
た
。

　
　
　
（
二
）　

御
札
の
掲
示

控
え
の
作
成
を
終
え
た
村
々
は
、
山
林
に
御
札
を
掲
示
し
た
。「
山
林
御
札
控
」
所

収
の
雄
勝
郡
水
沢
村
・
仙
北
郡
嶺
吉
川
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
先
年
よ
り
山
江
掛
置

候
故
、
文
言
相
見
得
不
申
由
」「
拾
壱
ヶ
山
江
御
札
立
置
候
所
、
三
拾
四
五
年
以
前
朽

（
32
）

（
33
）

（
34
）

損
無
之
由
」
と
あ
り
、
編
纂
過
程
で
御

札
の
写
し
を
求
め
ら
れ
た
両
村
は
、
山

林
へ
長
年
掲
示
し
て
お
い
た
た
め
に
、

御
札
そ
の
も
の
は
摩
耗
・
腐
朽
し
て
し

ま
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
、
御
札
が
山
林
へ
掲
示
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

そ
れ
で
は
、
御
札
の
掲
示
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
の
貴
重

な
手
が
か
り
が
、
秋
田
郡
七
日
市
村
の

肝
煎
を
勤
め
た
長
岐
家
に
残
さ
れ
て
い

る
。
長
岐
家
で
保
管
さ
れ
て
い
る
御
札

（
図
3
）に
よ
る
と
、
御
札
の
裏
側
に
は

（
35
）

（表面） （裏面）

48.5cm

32
.2c
m

34
.3c
m 29.5cm

2.7cm

3.4cm

（底面）

2.7
cm

溝の深さ 0.9cm

図3　御札の形状
出典：秋田県北秋田市長岐家保管の御札（文政6年）より作成。

溝
が
切
ら
れ
て
お
り
、
棒
を
下
か
ら
滑
ら
せ
て
差
し
込
む
こ
と（
ホ
ゾ
組
み
）が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
か
ら
、
御
札
は
立
て
札
と
し
て
山
林
に
掲
示
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
御
札
は
常
に
山
林
に
掲
示
さ
れ
た
と
は
限
ら
ず
、
肝

煎
の
手
元
で
保
管
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
実
際
、
長
岐
家
で
保
管
さ
れ
て
い
る
御
札

は
、
状
態
の
良
さ
を
踏
ま
え
る
と
、
山
林
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
　
　
（
三
）　

御
札
の
再
発
行

先
述
の
通
り
、
御
札
を
再
発
行
す
る
際
に
は
年
月
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
署
名
の
み
実
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際
の
月
番
家
老
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
御
札

が
再
発
行
さ
れ
た
の
か
を
整
理
す
る
。

ア　

御
札
の
腐
朽
・
焼
失

は
じ
め
に
、
御
札
そ
の
も
の
の
腐
朽
・
焼
失
に
よ
る
再
発
行
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、「
山
林
御
札
控
」
所
収
の
仙
北
郡
小
杉
山
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
享
保
十
八
年

丑
四
月
よ
り
御
札
七
枚
山
元
江
立
置
候
所
、
其
後
段
々
朽
損
じ
当
時
御
札
壱
枚
も
無
之

ニ
付
、
御
書
替
願
申
出
候
」
と
あ
り
、
享
保
一
八
年（
一
七
三
三
）に
七
枚
の
御
札
が
発

行
さ
れ
た
も
の
の
、
長
年
山
林
に
掲
示
し
て
き
た
た
め
、
文
化
九
年（
一
八
一
二
）の
時

点
で
す
べ
て
腐
朽
し
て
一
枚
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
同
村
は
、
こ
れ
を
契
機

に
御
札
の
再
発
行
を
出
願
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
史
料
所
収
の
仙
北
郡
稲
沢
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
御
札
先
年
肝
煎
徳
左

衛
門
預
居
候
所
、
同
人
居
宅
類
焼
ニ
付
右
御
札
焼
失
致
、
其
後
御
書
替
願
申
上
置
候
よ

し
」
と
あ
り
、
肝
煎
が
御
札
を
保
管
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
屋
敷
が
火
事
に
見
舞
わ
れ

た
際
、
一
緒
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
同
村
は
御
札
の
再
発
行
を
出

願
し
て
い
る
。

な
お
、
同
史
料
所
収
の
仙
北
郡
境
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
前
度
野
火
焼
に
て
損
じ
、

御
文
言
不
相
分
よ
し
」
と
あ
り
、
御
札
を
山
林
に
掲
示
し
て
お
い
た
場
合
で
も
、
野
火

焼
に
よ
っ
て
焼
失
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
言
及
さ
れ
て
い

な
い
が
、
野
火
焼
に
よ
る
焼
失
の
場
合
で
も
、
御
札
の
再
発
行
が
出
願
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

イ　

境
界
表
現
の
修
正

次
に
、
御
札
の
境
界
表
現
を
修
正
す
る
た
め
の
再
発
行
に
注
目
す
る
。「
御
札
山
略

図
」
所
収
の
仙
北
郡
西
長
野
村
・
八
割
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
右
山
処
元
禄
年
中
被

指
出
候
御
札
御
文
言
と
地
形
引
合
不
申
候
間
、
此
度
見
分
之
上
右
之
通
認
直
」「
右
御

札
宝
暦
年
中
弐
枚
被
指
出
候
御
文
言
と
方
限
引
合
不
申
候
ニ
付
、
此
度
見
分
之
上
右
之

通
御
文
言
認
直
ス
」
と
あ
り
、
御
札
山
の
な
か
に
は
、
実
際
の
境
界
と
御
札
の
表
現
が

一
致
し
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
見
分
の
う
え
、
境
界
表
現
を
修

正
す
る
た
め
に
御
札
が
再
発
行
さ
れ
た
。

ウ　

区
域
・
目
的
の
変
更

御
札
に
記
載
さ
れ
た
区
域
や
保
護
・
育
成
の
目
的
を
変
更
す
る
た
め
に
、
御
札
が
再

発
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
ず
、
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
御
札
山
略
図
」
所
収
の
秋
田
郡
綴

子
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
八
千
枚
沢
も
御
札
地
之
処
、
地
形
不
宜
、
木
立
不
相
成
、

先
年
よ
り
草
飼
同
様
故
、
村
方
依
願
見
分
之
上
、
御
札
御
文
言
よ
り
除
之
」
と
あ
り
、

「
八
千
枚
沢
」
が
山
林
資
源
の
育
成
に
不
向
き
な
地
形
で
あ
り
、
先
年
か
ら
採
草
地
同

様
の
状
態
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
村
方
の
出
願
に
基
づ
き
、
御
札
山
の
区
域
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
山
林
御
札
控
」
所
収
の
秋
田
郡
山
内
村
の
事
例
に
よ
る
と
、

「
小
作
沢
水
落
次
第
と
有
之
所
、
御
障
有
之
ニ
付
、
追
而
御
書
替
被
下
候
事
に
被
仰
付

候
よ
し
」
と
あ
り
、
理
由
は
明
確
で
な
い
も
の
の
、「
御
障
」
が
あ
る
と
の
理
由
で
、

「
小
作
沢
水
落
次
第
」
が
御
札
山
の
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

続
け
て
、
目
的
の
変
更
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
山
林
御
札
控
」
所
収
の
仙
北
郡
金

沢
東
根
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
寛
政
七
卯
年
、
水
野
目
之
文
字
被
加
置
、
御
書
替
被

下
置
候
」
と
あ
り
、
御
札
の
記
載
が
「
林
に
立
置
」
か
ら
「
水
野
目
林
に
立
置
」
と
書

き
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
水
野
目
林
は
、
現
代
の
表
現
に
置
き
換
え
る
と
水
源
涵
養

林
に
相
当
す
る
。
つ
ま
り
、
右
の
事
例
で
は
、
保
護
・
育
成
の
目
的
が
、
用
材
や
薪
炭

（
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）

（
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）

（
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（
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（
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）
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）
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材
を
生
産
す
る
た
め
の
「
林
」
か
ら
、
水
源
涵
養
林
に
相
当
す
る
「
水
野
目
林
」
に
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

エ　

御
札
の
分
割

最
後
は
、
御
札
の
分
割
再
発
行
に
つ
い
て
説
明
す
る
。「
御
札
山
略
図
」
所
収
の
仙

北
郡
嶺
吉
川
村
・
川
辺
郡
宝
川
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
右
御
札
ハ
方
限
十
一
ヶ
山
な

り
、
壱
ヶ
山
限
丸
星
を
印（

記
）て
方
限
と
ス
、
右
山
処
諸
方
ニ
し
て
連
続
せ
ざ
る
故
、
三
四

枚
之
御
札
ニ
分
て
方
限
を
委
細
ニ
認
被
立
下
候
事
ニ
申
含
候
」「
御
札
一
枚
ニ
御
座
候
得

共
、
て
よ
ひ
か
沢
別
地
処
故
略
図
二
枚
ニ
認
、
但
御
札
御
書
替
相
渡
候
事
ニ
村
方
江
申

含
候
」
と
あ
り
、
一
枚
の
御
札
で
、
不
適
当
に
広
い
範
囲
の
山
林
が
御
札
山
に
指
定
さ

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
藩
は
、
そ
れ
ら
を
複
数
に
分
割
し
て
御
札
を
再
発
行
し
て
い
る
。

　
　
　
（
四
）　

御
札
の
引
き
上
げ

こ
う
し
て
発
行
さ
れ
た
御
札
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
藩
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
ま
ず
、「
御
札
山
略
図
」
所
収
の
雄
勝
郡
下
関
村
の
事
例
に
よ
る
と
、「
天
保

十
二
丑
年
田
地
開
発
ニ
付
、
御
引
上
相
成
候
」
と
あ
り
、
耕
地
開
発
を
理
由
に
御
札
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
御
札
山
の
指
定
が
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
御
札
山
略
図
」
所
収
の
仙
北
郡
金
沢
西
根
新
田
村
の
事
例
は
、
耕
地
開
発

に
よ
る
御
札
の
引
き
上
げ
に
関
し
て
、
藩
の
意
思
決
定
過
程
が
読
み
取
れ
る
好
例
で
あ

る
。
そ
れ
を
示
し
た
張
紙
を
左
に
引
用
し
、
分
析
を
加
え
よ
う
。
ち
な
み
に
こ
の
御
札

は
、
享
保
二
〇
年（
一
七
三
五
）に
家
老
大
越
十
郎
兵
衛
の
名
前
で
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
目
的
は
「
水
除
」
で
あ
っ
た
。「
水
除
」
と
は
洪
水
の
被
害
を
抑
え
る
こ
と
を
指

し
、「
川
除
」
と
も
表
現
さ
れ
る
。
当
時
か
ら
洪
水
の
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
は
樹
木

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）

（
48
）

の
植
栽
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
、
藩
は
川
沿
い
の
村
々
に
対
し
て
、
特
に
ヤ
ナ
ギ
を
植

栽
す
る
よ
う
奨
励
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
保
護
・
育
成
さ
れ
た
林
を
、
本
稿
で

は
川
除
林
と
呼
ん
で
お
く
。
現
代
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
と
、
水
害
防
備
林
に
相
当
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
御
札
で
指
定
さ
れ
た
区
域
は
、
し
ば
し
ば
河
川
の
氾
濫
に
さ

ら
さ
れ
た
肥
沃
な
土
地
で
、
治
水
さ
え
で
き
れ
ば
、
生
産
性
の
高
い
耕
地
と
し
て
活
用

可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
史
料
6
〕

右
御
札
柳
林
地
処
、
於
郡
方
開
発
被
成
候
ニ
付
、
木
山
方
ニ
而
指
障
り
無
之
哉
、

御
検
地
役
寺
門
主
水
・
須
田
利
兵
衛
、
安
間
只
兵
衛
江
懸
合
ニ
付
、
吟
味
役
大
井

隼
人
・
橋
本
甚
之
丞
申
合
候
処
、
外
ニ
指
障
り
も
無
之
候
故
、
絵
図
面
を
以
役
頭

太
縄
安
太
郎
殿
江
唯
（
マ
マ
）兵
衛
伺
候
処
、
御
家
老
御
名
前
御
札
之
事
故
、
御
伺
之
上
可

被
仰
渡
被
仰
含
候
、
右
絵
図
面
を
以
御
用
番
源
一
郎
殿
江
安
太
郎
殿
御
伺
被
成
候

処
、
御
聞
被
届
候
段
被
仰
渡
候
候

（
マ
マ
）趣
、
唯
（
マ
マ
）兵
衛
江
被
仰
渡
候
、
御
検
地
役
右
両
人

江
木
山
方
ニ
而
指
障
無
之
段
、
唯
（
マ
マ
）兵
衛
挨
拶
ニ
相
及
候

　

尓
時
文
政
十
三
年

　
　

寅
五
月
廿
二
日

本
史
料
に
よ
る
と
、
郡
方
が
当
該
区
域
へ
耕
地
を
開
発
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、

郡
方
属
役
の
検
地
役
二
人
が
、
安
間
へ
支
障
の
有
無
を
問
い
合
わ
せ
た
。
こ
の
安
間

は
、
木
山
方
の
林
取
立
役
を
勤
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
安
間
か
ら
報
告
さ
れ

た
木
山
方
吟
味
役
の
大
井
・
橋
本
は
、
検
討
の
結
果
、
支
障
な
し
と
判
断
し
、
木
山
掛

奉
行
の
太
縄
へ
決
裁
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
太
縄
は
、
御
札
が
家
老
の

署
名
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
る
事
実
を
重
視
し
、
家
老
に
最
終
的
な
決
裁
を
仰
い

だ
。
そ
し
て
、
家
老
の
許
可
が
得
ら
れ
る
と
、
木
山
方
で
は
支
障
な
い
旨
が
、
安
間
経

由
で
検
地
役
に
通
達
さ
れ
て
い
る
。

（
49
）

（
50
）

（
51
）
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九
一

こ
の
よ
う
に
、
耕
地
開
発
に
よ
る
御
札
の
引
き
上
げ
は
、「
郡
方（
検
地
役
）→
木
山

方（
林
取
立
役
→
木
山
方
吟
味
役
→
木
山
掛
奉
行
）→
家
老
」
と
い
う
過
程
を
経
て
決
定
さ
れ

た
。な

お
、
右
の
知
見
は
、
御
札
山
制
度
の
運
用
全
般
に
つ
い
て
、
重
要
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
。
つ
ま
り
、
御
札
の
引
き
上
げ
だ
け
で
な
く
、
御
札
の
発
行
や
再
発
行
の
場

面
で
も
、
そ
の
決
定
に
家
老
の
意
思
が
一
定
程
度
反
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
家
老
の
署
名
な
ど
に
よ
っ
て
御
札
が
発
行
さ
れ
る
と
、
そ
の
記
載

内
容
が
評
定
所
で
控
え
ら
れ
た
。
御
札
を
拝
領
し
た
村
は
、
控
え
を
作
成
し
た
あ
と
で

立
て
札
に
仕
立
て
、
山
林
へ
掲
示
し
た
。
た
だ
し
、
御
札
を
山
林
へ
掲
示
せ
ず
、
肝
煎

が
保
管
し
て
お
く
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
必
要
が
あ
れ
ば
、（
ア
）御
札
の
腐
朽
・

焼
失
、（
イ
）境
界
表
現
の
修
正
、（
ウ
）区
域
・
目
的
の
変
更
、（
エ
）御
札
の
分
割
な
ど

の
理
由
で
御
札
が
再
発
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
御
札
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
御
札
山
の
指
定
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
御
札
山
制
度
の
運

用
に
は
、
木
山
方
役
人
だ
け
で
な
く
、
家
老
の
意
思
も
一
定
程
度
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　

三　

御
札
山
の
数
と
目
的
・
分
布
の
推
移

　
　
　
（
一
）　

御
札
山
の
内
訳
と
分
布
の
特
徴

本
章
で
は
、「
御
札
山
略
図
」
に
基
づ
い
て
御
札
山
の
数
と
目
的
・
分
布
の
推
移
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
特
徴
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
図
4
と
そ
の
附
表
に
は
、
目
的
と
分
布
に
留
意
し
て
、
文
政
期（
一
八
一
八
〜

三
〇
）の
時
点
で
確
認
し
う
る
御
札
山
の
数
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
御
札
山

の
合
計
数
は
約
一
〇
〇
〇
か
所
に
の
ぼ
っ
た
。
郡
別
の
割
合
を
み
る
と
、
多
い
順
に
秋

田
郡
・
仙
北
郡
・
雄
勝
郡
・
山
本
郡
・
平
鹿
郡
・
川
辺
郡
と
な
っ
て
い
る
。
秋
田
郡
の

な
か
で
は
、
城
下
廻
で
の
設
定
が
最
も
多
く
、
そ
の
数
は
山
本
郡
を
上
回
る
。
し
た

が
っ
て
、
御
札
山
の
設
定
は
、
能
代
木
山
・
銅
山
掛
山
と
い
う
藩
直
轄
林
が
広
範
に
設

定
さ
れ
、
藩
営
の
用
材
・
薪
炭
材
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
地
域（
山
本
郡
と
秋
田
郡
の
比

内
・
小
猿
部
・
阿
仁
・
男
鹿
）よ
り
も
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
比
較
的
多
か
っ
た
点
が
指

摘
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
御
札
山
の
目
的
は
、
林
の
保
護
・
育
成
と
萱
の
保
護
・
育
成
に
大
別
で
き

る
。
前
者
は
九
五
九
か
所
、
後
者
は
二
か
所
で
、
こ
の
ほ
か
に
目
的
の
不
明
な
も
の
が

二
六
か
所
あ
る
。
つ
ま
り
、
御
札
山
の
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
林
の
保
護
・
育
成
を
目

的
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
林
の
保
護
・
育
成
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
そ

の
理
由
は
、
①
用
材
や
薪
炭
材
な
ど
を
生
産
す
る
た
め
、
②
自
然
環
境
を
調
整
す
る

た
め
、
の
二
つ
に
区
別
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
①
を
生
産
林（
五
七
五
か
所
）、
②
を
環

境
林（
三
八
四
か
所
）と
便
宜
的
に
呼
称
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
環
境
林
は
、
水
野
目
林

（
二
六
四
か
所
）・
川
除
林（
一
〇
九
か
所
）・
砂
除
林（
七
か
所
）・
頽
雪
除
林（
四
か
所
）に
分

類
で
き
る
。
た
だ
し
、
環
境
林
の
ほ
と
ん
ど
は
水
野
目
林
か
川
除
林
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
を
現
代
の
表
現
に
置
き
換
え
る
と
、
水
野
目
林
は
水
源
涵
養
林
、
川
除
林
は
水
害
防

備
林
、
砂
除
林
は
飛
砂
防
備
林
、
頽
雪
除
林
は
雪
崩
防
止
林
に
相
当
す
る
。
合
計
に
占

め
る
各
林
の
割
合
を
み
る
と
、
生
産
林
が
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
水
野
目
林
が
二
七
パ
ー

セ
ン
ト
、
川
除
林
が
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
三
つ
が
御
札
山
の
設
定

の
主
な
目
的
で
あ
っ
た
。

目
的
に
留
意
し
て
、
各
郡
の
御
札
山
の
特
徴
を
検
討
す
る
と
、
秋
田
郡
の
城
下
廻
と
、

仙
北
郡
・
平
鹿
郡
・
雄
勝
郡
で
水
野
目
林
の
設
定
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
秋
田

藩
領
の
な
か
で
も
、
耕
地
生
産
力
の
比
較
的
大
き
い
地
域
で
あ
っ
た（
表
1
）。
ま
た
、
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九
二

比内

阿仁

藩境
郡境

下

　筋

上

　筋

桧山郷・南北比内・小猿部・大小阿仁境

凡例

山本郡

城下廻男鹿

川辺郡

小猿部

仙北郡

平鹿郡

雄勝郡

秋田郡合計
(比内・小猿部・阿仁・男鹿・城下廻)

水
野
目

川
除

砂
除

頽
雪
除

97 12 1 2 ― 15 112 ― ― 112 11%

比  内 55 11 23 ― 1 35 90 ― ― 90 9%

小猿部 7 1 1 ― ― 2 9 2 ― 11 1%

阿  仁 39 13 6 ― 3 22 61 ― ― 61 6%

男  鹿 4 5 ― ― ― 5 9 ― ― 9 1%

城下廻 74 44 ― 3 ― 47 121 ― ― 121 12%

179 74 30 3 4 111 290 2 ― 292 30%

59 16 6 2 ― 24 83 ― 1 84 9%

126 72 8 ― ― 80 206 ― 1 207 21%

34 45 30 ― ― 75 109 ― ― 109 11%

80 45 34 ― ― 79 159 ― 24 183 19%

575 264 109 7 4 384 959 2 26 987 100%

58% 27% 11% 1% 0% 39% 97% 0% 3% 100%

附表
単位：か所

林

合計
環境

郡名
生産

萱 不明 割合

山本

秋田

川辺

仙北

平鹿

雄勝
合計

割合

生産林

水野目林

川除林

その他(砂除林・頽雪除林・萱・不明)

0 10km

凡例

図4　御札山の数と目的・分布
出典：秋田県編『秋田県林業史 上巻』（秋田県、1973年）、104頁の図に加筆修正して作成。県C-450「御札山略

図 御城下廻近村五十目・男鹿迄」、県C-451「秋田郡御札山略図 小猿部・大阿仁・小阿仁」、県C-452「秋
田郡御札山略図 小猿部・大阿仁・小阿仁」、県C-453「秋田郡御札山略図 北比内・南比内」、県C-454「山
本郡御札山略図」、県C-455「川辺郡御札山略図」、県C-456「仙北郡御札山略図 坤」、県C-457「御札山略
図 乾」、山口6001「小猿部・南比内御札山絵図 上」、山口6002「北比内御札山絵図 下」（以上は秋田県公
文書館蔵）、図面64「山本郡御札山略図」、図面65「川辺郡御札山略図」、図面66「仙北郡御札山図」、図
面67「仙北郡御札山図面 上」、図面68「仙北郡御札山 下」、図面69「平鹿郡御札山略図」、図面70「雄勝・
平鹿郡御札山絵図面」、図面71「秋田郡御札山略図 小猿部・大阿仁・小阿仁」、図面72「秋田郡小猿部・
両阿仁村々 御札山絵図」、図面73「秋田郡御札山略図 御城下廻近村五十目・男鹿迄」、図面74「秋田郡御
札山略図 北比内・南比内」（以上は東北森林管理局蔵）、分館-06-033-00・平19農水10415100「御札山絵図
面（雄勝・平鹿郡）」、分館-06-033-00・平19農水10566100「御札山絵図面（川辺郡）」（以上は国立公文書館蔵）
より作成。

註：円グラフの大きさは合計数に比例。附表の割合は小数点第1位を四捨五入。
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川
除
林
の
設
定
は
、
米
代
川
上
流
の
比
内
と
、
雄
物
川
上
流
の
平
鹿
郡
・
雄
勝
郡
で
多

か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
設
定
数
が
わ
ず
か
な
砂
除
林
と
頽
雪
除
林
は
、
一
部
の
地
域
に

偏
在
し
て
い
る
。
砂
除
林
は
、
海
風
に
乗
っ
て
飛
ん
で
く
る
砂
か
ら
屋
敷
や
耕
地
な
ど

を
守
る
た
め
、
山
本
郡
か
ら
川
辺
郡
に
か
け
て
の
沿
岸
地
域
で
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
頽
雪
除
林
は
、
降
雪
が
多
く
、
雪
崩
の
起
こ
る
危
険
性
が
高
い
秋
田
郡
の
内
陸

山
間
地
域
で
設
定
さ
れ
た
。

　
　
　
（
二
）　

御
札
山
の
増
加
と
目
的
・
分
布
の
変
化

次
に
、
御
札
山
の
数
と
目
的
・
分
布
の
推
移
を
図
5
に
示
し
た
。
九
八
七
か
所
の
う

ち
、
設
定
年
代
が
明
ら
か
な
御
札
山
は
八
八
五
か
所（
約
九
割
）に
の
ぼ
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
御
札
山
制
度
の
展
開
を
把
握
で
き
る
。

本
図
に
よ
る
と
、
御
札
山
の
設
定
は
元
和
四
年（
一
六
一
八
）を
初
見
と
し
、
慶
安
期

（
一
六
四
八
〜
五
二
）か
ら
次
第
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
、
貞
享
期（
一
六
八
四

〜
八
八
）
か
ら
享
保
期（
一
七
一
六
〜
三
六
）
に
か
け
て
の
増
加
が
著
し
い
。
元
文
期

（
一
七
三
六
〜
四
一
）以
降
、
御
札
山
の
設
定
は
や
や
落
ち
着
く
が
、
寛
政
・
享
和
期

（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
四
）に
再
び
急
増
し
て
い
る
。

目
的
を
み
る
と
、
元
和
期
か
ら
寛
永
期（
一
六
二
四
〜
四
四
）初
頭
ま
で
の
御
札
山
は
、

す
べ
て
水
野
目
林
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
生
産
林
や
川
除
林
も
加
わ
る

が
、
宝
永
期（
一
七
〇
四
〜
一
一
）ま
で
は
水
野
目
林
の
数
が
最
も
多
い
。
こ
の
点
か
ら
、

御
札
山
制
度
は
当
初
、
水
野
目
林
の
設
定
を
主
な
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
、
水
野
目
林
の
数
は
、
特
に
貞
享
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
増
加
し
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
秋
田
藩
に
お
け
る
新
田
開
発
の
最
盛
期
は
、
慶
長
期（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）

末
か
ら
天
和
期（
一
六
八
一
〜
八
四
）に
か
け
て
で
、
寛
永
二
年
に
は
二
三
万
石
余
り
で

あ
っ
た
石
高
が
、
宝
永
二
年
に
は
三
九
万
石
余
り
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
水
野
目
林
の
設
定
は
、
新
田
開
発
の
進
展
に
呼
応
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
と
り
わ
け
、
貞
享
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
の
設
定
が
多
い
理

由
と
し
て
は
、
①
新
田
開
発
の
結
果
、
よ
り
多
く
の
用
水
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
、
②

水
田
面
積
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
よ
り
も
、
既
存
の
水
田
か
ら
確
実
な
収
穫
を
あ
げ
よ
う

と
し
た
こ
と
、
③
活
発
な
用
材
・
薪
炭
材
生
産
に
よ
っ
て
山
林
資
源
が
減
少
し
、
水
源

涵
養
機
能
が
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

生
産
林
の
数
に
目
を
向
け
る
と
、
慶
安
期
か
ら
次
第
に
増
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
と

り
わ
け
宝
永
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
宝
永
七

年
に
は
生
産
林
の
数
が
水
野
目
林
の
数
を
上
回
り
、
以
後
は
生
産
林
が
首
位
を
維
持
す

る
。
貞
享
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
の
御
札
山
の
著
し
い
増
加
は
、
水
野
目
林
の
増
加

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
生
産
林
の
急
増
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
う
し
た
生
産
林

急
増
の
背
景
に
は
、
元
禄
期（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）に
お
け
る
林
政
担
当
役
人
の
整
備

と
、
宝
永
・
正
徳
期（
一
七
〇
四
〜
一
六
）に
お
け
る
青
木
の
植
栽
お
よ
び
雑
木
の
保
護
・

育
成
の
奨
励
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
正
徳
三
年
に
林
役
人（
林
政
担
当

（
52
）

（
53
）

単位：石
郡名 石高 割合
山本 29,028 9％

秋田

比内・小猿部・
阿仁・男鹿 42,371 14％

城下廻 37,480 12％
79,851 26％

川辺 18,710 6％
仙北 81,385 26％
平鹿 56,289 18％
雄勝 47,545 15％
合計 312,808 100％

表1　秋田藩の石高（寛政期）

出典：「六郡惣高村附帳」（秋田県公文
書館蔵、史料番号：県A-27-1・2）
より作成。

註：石高は当高。割合は小数点第1位
を四捨五入。石高は斗の値を四捨
五入。
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図5　御札山の数と目的・分布の推移
出典：県C-450「御札山略図 御城下廻近村五十目・男鹿迄」、県C-451「秋田郡御札山略図 小猿部・大阿仁・小阿仁」、

県C-452「秋田郡御札山略図 小猿部・大阿仁・小阿仁」、県C-453「秋田郡御札山略図 北比内・南比内」、
県C-454「山本郡御札山略図」、県C-455「川辺郡御札山略図」、県C-456「仙北郡御札山略図 坤」、県C-457「御
札山略図 乾」、山口6001「小猿部・南比内御札山絵図 上」、山口6002「北比内御札山絵図 下」（以上は秋田
県公文書館蔵）、図面64「山本郡御札山略図」、図面65「川辺郡御札山略図」、図面66「仙北郡御札山図」、
図面67「仙北郡御札山図面 上」、図面68「仙北郡御札山 下」、図面69「平鹿郡御札山略図」、図面70「雄勝・
平鹿郡御札山絵図面」、図面71「秋田郡御札山略図 小猿部・大阿仁・小阿仁」、図面72「秋田郡小猿部・両
阿仁村々 御札山絵図」、図面73「秋田郡御札山略図 御城下廻近村五十目・男鹿迄」、図面74「秋田郡御札
山略図 北比内・南比内」（以上は東北森林管理局蔵）、分館-06-033-00・平19農水10415100「御札山絵図面（雄勝・
平鹿郡）」、分館-06-033-00・平19農水10566100「御札山絵図面（川辺郡）」（以上は国立公文書館蔵）より作成。

註：面グラフは積み上げ式で、一番上の線は御札山全体の設定数の推移を示す。正確な設定年代が不明で、年号
のみ明らかな御札山は、その年号の最後の年に組み入れた。その他は、砂除林・頽雪除林・萱および目的が
不明なもの。1618 〜 53年の推移については、識別しやすいように拡大表示した（縦横比は便宜的に変更）。
1638年以前の川除林の設定は確認できないため、円グラフは示していない。
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役
人
）へ
通
達
さ
れ
た
書
付
に
目
を
向
け
よ
う
。
本
書
付
に
よ
る
と
、「
村
々
草
飼
場
之

外
、
郷
人
望
次
第
、
新
林
無
遠
慮
可
被
相
立
候
」
と
あ
り
、
採
草
地
以
外
の
場
所
へ
、

積
極
的
に
「
新
林
」
を
育
成
さ
せ
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。「
新
林
」
育
成
の
目
的
に

つ
い
て
は
、「
新
林
此
度
被
立
置
候
義
者
、
近
年
薪
・
材
木
等
払
底
ニ
付
諸
民
為
御
恵

被
仰
付
候
」
と
あ
り
、
用
材
・
薪
炭
材
を
村
々
に
安
定
供
給
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
、「
自
今
以
後
御
札
被
立
置
候
ニ
者
、
古
林
御
書
替
之
御
札
ハ
林
役
人
名

前
な
し
、
新
取
立
林
ハ
御
裏
書
ニ
林
役
人
名
前
御
書
加
へ
可
被
成
候
事
」
と
あ
る
よ
う

に
、
今
後
御
札
を
掲
示
す
る
際
、「
新
取
立
林
」（
新
林
）に
つ
い
て
は
裏
面
に
林
役
人
の

名
前
を
記
入
し
、
反
対
に
「
古
林
」
の
御
札
を
再
発
行
す
る
場
合
に
は
林
役
人
の
名
前

を
記
入
し
な
い
よ
う
定
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
林
役
人
の
記
名
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま

ず
措
き
、
正
徳
期
に
奨
励
さ
れ
た
「
新
林
」
の
育
成
が
、
御
札
の
発
行
す
な
わ
ち
御
札

山
の
指
定
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
正
徳
期
こ
ろ
か
ら
、
御
札

山
制
度
は
水
野
目
林
だ
け
で
は
な
く
、
生
産
林
を
保
護
・
育
成
す
る
た
め
の
制
度
と
し

て
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
寛
政
・
享
和
期
に
お
け
る

御
札
山
の
急
増
も
、
生
産
林
の
急
増
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
郡

方
が
山
林
資
源
の
育
成
を
奨
励
し
た
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

分
布
に
着
目
す
る
と
、
一
七
世
紀
初
頭
は
仙
北
郡
・
平
鹿
郡
・
雄
勝
郡
で
の
設
定
が

支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
延
宝
期（
一
六
七
三
〜
八
一
）に
か
け
て
秋
田
郡
の
城
下
廻
と
川
辺

郡
で
の
設
定
数
が
伸
び
て
い
る
。
さ
ら
に
、
貞
享
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
御
札
山
の

総
数
が
著
し
く
増
加
す
る
な
か
で
、
山
本
郡
と
秋
田
郡
の
比
内
・
小
猿
部
・
阿
仁
・
男

鹿
で
も
、
盛
ん
に
御
札
山
が
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
御
札
山
制
度

は
当
初
、
雄
物
川
上
流
域（
仙
北
郡
・
平
鹿
郡
・
雄
勝
郡
）を
主
な
対
象
と
し
て
お
り
、
次

第
に
雄
物
川
下
流
域（
秋
田
郡
の
城
下
廻
と
川
辺
郡
）、
米
代
川
流
域
・
男
鹿
半
島（
山
本
郡

と
秋
田
郡
の
比
内
・
小
猿
部
・
阿
仁
・
男
鹿
）へ
と
対
象
が
拡
大
し
て
い
く
様
子
が
窺
え
る
。

（
54
）

　
　
　

四　

御
札
山
の
管
理
・
利
用
の
諸
相

　
　
　
（
一
）　

御
札
山
の
採
草
地
利
用

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
御
札
山
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
管
理
・
利

用
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、「
御
札
山
略
図
」
を
素
材
に
検
討
す
る
。
先
述
の
通
り
、
同

史
料
に
は
絵
図
や
御
札
の
記
載
内
容
だ
け
で
な
く
、
村
方
か
ら
の
願
書
や
そ
れ
に
対
す

る
藩
の
書
付
な
ど
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
文
政
四
年（
一
八
二
一
）・
五
年

と
い
う
特
定
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
も
、
史
料
の
性
格
を
考
え
れ

ば
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
御
札
山
の
管
理
・
利
用
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
取
り
あ
げ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
右
の
願
書
や
書
付
は
、
作
成
年
代
・
内
容
と

も
に
限
定
さ
れ
た
史
料
で
は
あ
る
も
の
の
、
御
札
山
の
管
理
・
利
用
に
関
す
る
史
料
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
た
め
、
分
析
す
る
価
値
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

は
じ
め
に
、
御
札
山
に
指
定
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
に
反
し
て
採
草
地
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
事
例
を
二
つ
取
り
あ
げ
る
。
ま
ず
、
秋
田
郡
荒
瀬
村
の
御
札
山（
水
野
目
林
）

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

〔
史
料
7
〕

　
　

乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

枝
郷
幸
屋
村
御
札
林
之
間
比
井
野
沢
よ
り
高
崎
沢
迄
之
間
奥
通
、
先
年
よ
り
草

飼
ニ
相
成
候
処
、
外
ニ
草
飼
地
処
も
無
之
ニ
付
、
先
年
之
通
右
沢
奥
通
草
飼
ニ

被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候

一
、
総
而
御
札
山
之
内
、
草
飼
又
者
か
の
こ
畑
等
伐
開
候
義
、
先
年
よ
り
被
仰
渡

候
通
堅
ク
御
法
度
之
趣
、
此
度
御
回
在
之
上
尚
又
被
仰
渡
奉
畏
候
、
以
来
共
ニ
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厳
敷
申
含
、
木
立
取
立
候
様
可
仕
奉
存
候

　
　

右
之
趣
宜
様
御
取
扱
被
下
置
度
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上

�

荒
瀬
村　
　
　
　
　

�

肝
煎　
　
　
　

文
政
五
年�

長
左
衛
門　

　

午
三
月�

長
十
郎　
　

　
　

清
水
新
六
郎
殿�

善
左
衛
門　

　
　

竹
内
久
米
助
殿�

与
右
衛
門　

�

五
郎
右
衛
門

�

金
五
郎　
　

�

五
郎
助　
　

�

長
兵
衛　
　

右
之
通
申
出
候
ニ
付
、
是
迄
草
飼
致
来
候
地
処
者
、
見
分
之
上
任
置
候
事
ニ
申
渡

ス
、
尚
以
来
御
札
山
取
立
之
義
厳
ニ
申
渡
候

右
の
史
料
は
、
荒
瀬
村
が
木
山
方
に
提
出
し
た
願
書
で
あ
る
。
本
史
料
に
よ
る
と
、

枝
郷
幸
屋
村
の
「
比
井
野
沢
よ
り
高
崎
沢
迄
」
は
御
札
山
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
同

村
は
ほ
か
に
採
草
地
が
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
そ
の
「
奥
通
」
を
採
草
地
と
し
て
利
用

し
、
水
野
目
林
を
保
護
・
育
成
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
を
廻
在
中
に
確
認
し
た

木
山
方
の
役
人
は
、
御
札
山
を
採
草
地
と
し
て
利
用
し
た
り
、
御
札
山
で
焼
畑
を
営
ん

だ
り
す
る
こ
と
は
「
先
年
」
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
旨
を
改
め
て
通
告
し
、
水
野
目
林

の
保
護
・
育
成
を
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
荒
瀬
村
は
、
今
後
水
野
目
林
の
保
護
・
育

成
に
注
力
す
る
の
で
、「
奥
通
」
だ
け
は
従
来
通
り
採
草
地
と
し
て
利
用
さ
せ
て
ほ
し

い
と
出
願
し
、
木
山
方
の
許
可
を
得
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
比
井
野
沢
よ
り
高
崎
沢

迄
」
が
御
札
山
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
正
徳
二
年（
一
七
一
二
）で
あ
っ
た
。

次
に
、
川
辺
郡
椿
川
村
の
御
札
山（
生
産
林
）に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

〔
史
料
8
〕

　
　
　

乍
恐
書
付
ヲ
以
奉
願
上
候

当
十
一
月
七
日
、
各
様
御
廻
在
被
遊
候
而
、
当
処
御
札
山
無
残
御
見
分
被
遊
候

処
、
右
二
ヶ
処（
み
ろ
く
沢
・
黒
沢
）之
義
者
御
札
積
ニ
御
座
候
得
共
、
先
年
よ
り
御

田
地
之
指
障
に
も
相
成
候
義
、
格
別
之
取
立
も
無
之
罷
在
候
処
、
此
度
御
見
分
之

上
格
別
之
御
尋
ニ
相
預
り
、
恐
至
極
ニ
奉
存
候
、
依
之
此
度
重
而
被
仰
含
之
御
事

故
、
郷
中
相
談
仕
、
右
弐
ヶ
処
江
郷
中
ニ
而
沢
頭
江
明
春
よ
り
杉
植
立
申
度
奉
存

候
間
、
何
卒
御
憐
愍
ヲ
以
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
度
偏
ニ
奉
願
上
候

�

椿
川
村　
　
　
　

�

肝
煎　
　
　

　

文
政
四
年�

藤
右
衛
門

　
　

巳
十
一
月�

長
百
姓　
　

　
　
　

清
水
新
六
郎
殿�

孫
左
衛
門

　
　
　

竹
内
久
米
助
殿�

長
兵
衛　

�

多
兵
衛　

�

介
右
衛
門

右
之
通
申
出
ニ
付
、
書
付
ヲ
以
左
之
通
申
渡
候

其
村
御
札
山
之
内
み
ろ
く
沢
・
黒
沢
、
先
年
よ
り
草
飼
地
ニ
相
成
候
処
、
右
両
沢

江
郷
中
ニ
而
杉
植
立
仕
度
段
相
心
得
候
、
以
来
出
精
取
立
専
要
之
事
ニ
候
、
成
木

之
上
三
七
御
割
合
ヲ
以
可
被
下
置
候
間
、
年
々
植
付
之
員
数
可
申
出
候
、
若
不
出

精
之
義
於
有
之
者
、
御
引
上
被
成
置
候
間
、
心
得
違
無
之
様
守
護
可
致
候
、
以
上

�

木
山
方
吟
味
役　
　
　
　

　

文
政
四
年�

清
水
新
六
郎

（
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）

（
56
）



秋
田
藩
に
お
け
る
御
札
山
の
管
理
・
利
用

九
七

　
　

巳
十
一
月�

林
取
立
役　
　
　
　
　
　

　
　
　

川
辺
郡�

竹
内
久
米
助

　
　
　
　

椿
川
村

　
　
　
　
　

肝
煎
殿

　
　
　
　
　

長
百
姓
中

右
の
史
料
は
、
椿
川
村
が
提
出
し
た
願
書
に
対
す
る
木
山
方
の
書
付
で
あ
る
。
本
史

料
に
よ
る
と
、「
み
ろ
く
沢
」
と
「
黒
沢
」
は
御
札
山
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
同
村

は
耕
作
に
支
障
が
出
る
と
の
理
由
か
ら
、
同
所
を
採
草
地
と
し
て
利
用
し
続
け
、
生
産

林
を
保
護
・
育
成
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
を
廻
在
中
の
木
山
方
の
役
人
か
ら
詰

問
さ
れ
た
同
村
は
、
翌
春
か
ら
「
郷
中
」
で
同
所
へ
ス
ギ
を
植
栽
す
る
こ
と
を
約
束
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
木
山
方
は
、
植
栽
し
た
ス
ギ
が
成
林
し
た
場
合
に
は
、
歩
分
林
制

度
に
則
っ
て
七
割
を
村
方
に
与
え
る
の
で
、
植
栽
し
た
本
数
を
毎
年
報
告
す
る
よ
う
命

じ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
み
ろ
く
沢
」
と
「
黒
沢
」
が
御
札
山
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、

宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
御
札
山
の
採
草
地
利
用
や
焼
畑
化
は
「
先
年
」
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
な
か
に
は
採
草
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

状
況
に
対
し
て
、
藩
は
林
の
保
護
・
育
成
を
再
度
命
じ
、
特
に
青
木
の
植
栽
に
あ
た
っ

て
は
、
歩
分
林
制
度
に
則
っ
て
成
林
後
の
分
収
を
あ
ら
か
じ
め
認
め
て
い
る
。
た
だ

し
、
採
草
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
場
所
が
御
札
山
の
一
部
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
場
所

が
な
い
と
い
う
理
由
が
あ
れ
ば
、
例
外
的
に
採
草
地
と
し
て
の
利
用
も
許
可
さ
れ
た
。

　
　
　
（
二
）　

御
札
山
の
「
伐
尽
」

本
節
で
は
、
御
札
山
が
過
剰
な
伐
採
に
よ
っ
て
「
伐
尽
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
例

を
取
り
あ
げ
る
。
左
に
引
用
す
る
の
は
、
仙
北
郡
小
種
村
の
御
札
山（
生
産
林
・
水
野
目

林
）に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。

〔
史
料
9
〕①

小
種
村
之
儀
者
久
保
田
江
便
利
成
川
筋
故
、
年
々
薪
炭
之
た
め
伐
尽
、
大
略

小
柴
立
ニ
付
、
往
々
村
形
剪
続
か
た
き
訳
柄
篤
と
申
諭
候
処
、
書
載
を
以
申
出

候
事
左
之
通

一
、
②
此
度
御
札
山
御
取
調
御
回
在
、
田
ノ
沢
・
堤
ヶ
沢
・
後
ヵ
沢
之
義
御
尋
ニ

御
座
候
、
右
沢
之
義
者
御
札
被
掛
下
候
山
処
之
事
ニ
是
迄
朦
朧
と
申
伝
御
座
候

得
共
、
先
々
肝
煎
誰
代
ニ
朽
失
候
哉
相
知
不
申
為
、
其
方
限
迚
茂
聢
と
指
心
得

不
申
、
符
人
共
不
心
得
に
て
、
大
略
伐
尽
小
柴
立
ニ
御
座
候
、
此
度
御
札
方
限

奉
承
知
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
近
々
御
札
願
可
申
上
候
間
、
其
節
何
分
御
取
扱

拝
領
被
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候
、
③
泉
沢
御
札
山
御
見
分
ニ
入
置
候
処
、
無
残

小
柴
立
ニ
御
座
候
付
、
右
場
処
者
当
村
遂（
随
）一
之
水
目
（
野
欠
）と
相
見
得
候
処
、
斯
程
剪

尽
候
義
、
如
何
成
訳
ニ
候
哉
と
御
不
審
ニ
御
座
候
、
右
山
処
之
義
者
四
五
年
以

前
凶
作
之
砌
、
伊
藤
兵
衛
様
御
支
配
中
願
申
上
剪
取
飢
饉
を
救
、
如
此
剪
尽
ニ

相
成
申
候
、
其
以
後
取
立
可
申
処
、
困
窮
之
者
勝
故
行
届
兼
罷
在
申
候
、
然
処

此
度
被
仰
含
之
通
、
斯
伐
尽
候
而
者
水
ノ
（
マ
マ
）目
御
札
拝
領
罷
在
候
其
趣
意
ニ
不
相

叶
、
且
村
方
水
不
足
仕
候
而
者
御
上
江
御
苦
柄
申
上
、
随
而
御
百
姓
難
義
ニ
及
候

者
指
見
得
候
事
故
、
急
度
村
方
申
合
、
野
火
之
防
を
第
一
と
仕
、
符
人
共
取
立

候
様
可
仕
、
斯
申
合
候
而
も
不
埒
之
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
山
処
引
上
厳
ニ
取
扱
仕

候
而
も
山
処
林
立
候
様
相
守
可
申
候
間
、
御
不
審
之
義
ハ
御
免
被
成
下
度
奉
存

候�

小
種
村
肝
煎　
　
　
　

文
政
四
年
巳
四
月
十
六
日�

加
藤
小
三
郎

（
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）

（
58
）



秋
田
藩
に
お
け
る
御
札
山
の
管
理
・
利
用

九
八

田
名
部
源
太
殿�

長
百
姓　
　
　

国
安
文
兵
衛
殿�

兵
左
衛
門　

�

左
五
右
衛
門

�

利
左
衛
門　

ま
ず
、
①
②
の
部
分
に
よ
る
と
、
小
種
村
は
立
地
を
活
か
し
て
薪
炭
を
盛
ん
に
生
産

し
、
久
保
田
へ
輸
送
・
販
売
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
同
村
の
「
田
ノ
沢
・
堤
ヶ
沢
・

後
ヵ
沢
」
は
、
御
札
山
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
伐
尽
」
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
を
廻
在

中
の
木
山
方
の
役
人
か
ら
詰
問
さ
れ
た
同
村
は
、
同
所
が
御
札
山
で
あ
る
こ
と
は
「
朦

朧
」
と
申
し
伝
え
て
い
る
が
、
御
札
は
す
で
に
失
わ
れ
て
お
り
、
境
界
す
ら
不
明
な
の

で
、「
符
人
」
ら
も
充
分
心
得
ず
、「
伐
尽
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
弁
明
し
た
。
そ
し

て
、
御
札
の
再
発
行
を
出
願
す
る
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
田
ノ
沢
・
堤
ヶ
沢
・

後
ヵ
沢
」
が
御
札
山（
生
産
林
）に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
宝
永
五
年（
一
七
〇
八
）の
こ
と
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
③
の
部
分
に
よ
る
と
、「
当
村
遂（

随
）
一
之
水
目
（
野
欠
）」
と
称
さ
れ
た
「
泉
沢
」
も
、

御
札
山
に
指
定
さ
れ
な
が
ら
、
当
時
は
「
剪
尽
」
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
理
由
を
木
山

方
の
役
人
か
ら
尋
問
さ
れ
た
同
村
は
、「
四
五
年
以
前
凶
作
之
砌
」
に
許
可
を
得
て
伐

採
し
、
そ
の
後
、
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
た
め
に
「
剪
尽
」
に
な
っ
た
と
説

明
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
水
野
目
林
の
御
札
を
拝
領
し
た
趣
旨
に
反

し
、
水
不
足
と
な
っ
て
百
姓
が
困
窮
す
る
の
で
、「
符
人
」
ら
に
指
示
し
て
水
野
目
林

を
保
護
・
育
成
さ
せ
る
と
約
束
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
も
し
こ
れ
が
徹
底
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
同
所
を
符
人
か
ら
没
収
し
、
村
と
し
て
保
護
・
育
成
に
尽
力
す
る
と
述
べ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、「
泉
沢
」
が
御
札
山（
水
野
目
林
）に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
御
札
山
に
指
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
過
剰
な
伐
採
で
「
伐
尽
」
と
な
っ

（
59
）

（
60
）

（
61
）

た
山
林
も
存
在
し
た
。
御
札
山
が
青
木
や
雑
木
を
保
護
・
育
成
す
る
た
め
に
、「
下
枝
」

「
下
草
」
の
採
取
す
ら
認
め
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
「
伐
尽
」
は

林
政
改
革
に
取
り
組
む
木
山
方
に
と
っ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ

し
、
①
の
部
分
に
よ
る
と
、「
往
々
村
形
剪
続
か
た
き
訳
柄
篤
と
申
諭
候
」
と
あ
り
、

木
山
方
は
伐
採
を
全
面
的
に
禁
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
持
続
的
な
利
用
を
心
掛
け

る
よ
う
説
諭
し
て
い
た
。
前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
御
札
山
で
も
青
木
の
分
収
が
認

め
ら
れ
て
い
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
御
札
山
は
青
木
や
雑
木
の
伐
採
を
全
面
的
に
禁
じ

る
制
度
で
は
な
く
、
苗
木
や
若
木
を
保
護
し
て
成
林
を
促
し
、
成
林
後
も
持
続
的
に
利

用
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
秋
田
郡
味
噌
内
村
の
御
札

山（
生
産
林
）で
は
文
化
一
一
年（
一
八
一
四
）・
一
三
年
に
薪
の
生
産
が
許
さ
れ
て
い
る
し
、

同
郡
今
泉
村
の
御
札
山（
生
産
林
）で
は
、
文
化
一
二
年
に
「
三
尺
廻
よ
り
六
尺
廻
ま
て
」

の
ス
ギ
六
〇
〇
本
が
同
村
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
川
辺
郡
北
野
田
高
屋
村
の
御

札
山（
水
野
目
林
）で
は
文
政
四
年（
一
八
二
一
）に
薪
の
生
産
が
許
さ
れ
て
い
る
し
、
秋
田

郡
黒
沢
村
の
御
札
山（
水
野
目
林
）で
は
文
化
一
一
年
に
「
弐
尺
廻
よ
り
五
尺
廻
ま
て
」

の
ス
ギ
五
〇
〇
本
が
同
村
に
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
産
林
だ
け
で
な
く
環
境
林

で
も
青
木
や
雑
木
の
伐
採
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

と
は
い
え
、
同
じ
御
札
山
で
あ
っ
て
も
、
生
産
林
と
環
境
林
を
全
く
同
じ
範
疇
で
捉

え
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
。
た
と
え
ば
水
野
目
林
は
、
山
林
の
水
源
涵
養
機
能

を
高
め
、
洪
水
や
渇
水
を
防
ぎ
、
農
業
用
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
水
野
目
林
で
は
、
用
材
・
薪
炭
材
な
ど
の
生
産
が
、
生
産
林
よ
り

も
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
川
除
林
や
砂
除
林
、
頽
雪
除
林
も
同
様
で
あ
る
。

小
種
村
の
事
例
を
考
慮
す
る
と
、
環
境
林
の
伐
採
が
許
さ
れ
た
の
は
、
凶
作
な
ど
の
非

常
事
態
に
限
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
保
護
・
育
成
の
主
体
に
着
目
す
る
と
、
御
札
山
に
は
、
①
椿
川
村
の
事
例
の

（
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）

（
63
）

（
64
）

（
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）

（
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）



秋
田
藩
に
お
け
る
御
札
山
の
管
理
・
利
用

九
九

よ
う
に
「
郷
中
」
が
保
護
・
育
成
に
責
任
を
負
う
場
合
と
、
②
小
種
村
の
事
例
の
よ
う

に
「
符
人
」
す
な
わ
ち
個
々
の
林
主
が
存
在
し
、
彼
ら
が
保
護
・
育
成
に
責
任
を
負
う

場
合
の
二
通
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
点
に
留
意
し
て
、
次
節
で
は
村
方
に

よ
る
御
札
の
発
行
願
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　
（
三
）　

村
方
に
よ
る
御
札
の
発
行
願
い

ま
ず
、
郷
中
が
御
札
山
の
保
護
・
育
成
に
責
任
を
負
う
場
合
を
み
て
み
よ
う
。
左
に

引
用
す
る
の
は
、
秋
田
郡
七
日
市
村
に
対
す
る
藩
の
書
付
で
、
文
化
一
〇
年（
一
八
一
三
）

三
月
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
同
村
に
よ
る
御
札
の
発
行
願
い
へ

の
返
答
で
あ
る
。

〔
史
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覚

�
秋
田
郡
小
猿
部　

�
七
日
市
村

小
猿
部
川
前
之
内
与
助
沢
沢
口
水
干
迄
峰
限
水
落
次
第

右
同
村
之
儀
者
、
数
ヶ
所
往
来
橋
有
之
、
至
而
大
材
木
ニ
無
之
候
而
者
掛
渡
不
相
成

候
へ
と
も
、
外
ニ
備
林
迚
茂
無
之
、
右
沢
所
青
木
・
雑
木
と
も
留
置
、
右
備
ニ
立

置
、
此
度
御
札
被
下
置
度
願
申
出
ニ
付
、
御
吟
味
被
成
置
候
処
、
御
留
山
之
内
ニ

候
得
共
、
格
別
之
御
吟
味
を
以
村
方
備
林
ニ
被
下
置
候
間
、
植
立
出
精
い
た
し
、

以
来
橋
木
等
之
御
苦
柄
願
申
上
間
鋪
、
御
札
者
追
々
可
被
相
渡
候
、
猶
右
為
冥
加

杉
苗
木
弐
万
本
、
拾
ヶ
年
ニ
植
立
差
上
度
申
出
之
通
被
御
聞
届
候
、
地
形
御
吟
味

之
上
御
差
図
可
被
成
置
候
、
以
上

　

三
月

本
史
料
に
よ
る
と
、
七
日
市
村
に
は
橋
が
多
く
、
そ
の
普
請
用
材
が
不
足
し
て
い

た
。
そ
こ
で
同
村
は
、
御
留
山
の
う
ち
「
小
猿
部
川
前
之
内
与
助
沢
沢
口
水
干
迄
峰
限

水
落
次
第
」
を
村
方
の
「
備
林
」
と
し
、
そ
れ
を
保
護
・
育
成
す
る
た
め
に
御
札
の
発

行
を
出
願
し
た
。
な
お
、
同
村
は
御
札
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
冥
加
と
し
て
ス
ギ
の
苗

木
二
万
本
を
一
〇
か
年
に
わ
た
っ
て
植
栽
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

藩
は
御
留
山
で
は
あ
る
が
、
特
別
に
御
札
山
に
編
入
し
、
そ
れ
を
「
村
方
備
林
」「
郷

中
備
林
」
と
し
て
保
護
・
育
成
す
る
よ
う
御
札
を
発
行
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
た
と
え
藩
の
直
轄
林
で
あ
る
御
留
山
で
あ
っ
て
も
、
橋
の
普
請
用
材

の
確
保
と
い
っ
た
特
別
な
事
情
が
あ
れ
ば
、
村
方
か
ら
の
出
願
に
基
づ
き
、「
郷
中
備

林
」
と
し
て
御
札
山
に
指
定
さ
れ
た
。

次
に
、
符
人
が
御
札
山
の
保
護
・
育
成
に
責
任
を
負
う
場
合
を
み
て
み
よ
う
。
左
に

示
し
た
の
は
、
同
じ
く
七
日
市
村
が
木
山
方
に
提
出
し
た
願
書
で
あ
る
。

〔
史
料
11
〕

　
　
　

乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

当
村
加
郷
品
類
村
地
形
之
内
、
東
者
七
日
市
村
郷
境
、
西
者
岩
脇
村
郷
境
築
地
長

根
峰
限
、
南
者
岩
脇
村
往
来
道
き
り
、
北
者
小
猿
部
川
限
、
七
日
市
村
文
蔵
自
分

林
に
為
植
立
罷
有
候
間
、
乍
恐
御
憐
愍
を
以
、
此
度
御
札
拝
領
被
仰
付
被
下
置
度

奉
願
上
候

�

七
日
市
村
肝
煎　
　

　

文
政
五
年�

文
蔵

　
　

午
三
月
日�

長
百
姓　

　
　
　

清
水
新
六
郎
殿�

久
蔵

　
　
　

竹
内
久
米
助
殿�

伊
助

�

品
類
村　

長
百
姓　

（
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秋
田
藩
に
お
け
る
御
札
山
の
管
理
・
利
用

一
〇
〇

�

金
助

�

久
八

本
史
料
に
よ
る
と
、七
日
市
村
肝
煎
の
文
蔵
は
、近
郷
品
類
村
の
土
地
に
「
自
分
林
」

を
植
栽
し
た
。
そ
し
て
、七
日
市
村
・
品
類
村
の
長
百
姓
と
連
名
で
、そ
の
「
自
分
林
」

に
対
す
る
御
札
の
発
行
を
出
願
し
た
。
こ
の
結
果
、
藩
は
当
該
区
域
を
御
札
山
に
指
定

し
、「
七
日
市
村
文
蔵
林
」
と
し
て
保
護
・
育
成
す
る
こ
と
を
御
札
に
よ
っ
て
認
め
て

い
る
。

そ
れ
で
は
、
文
蔵
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、「
自
分
林
」
に
対
し
て
御
札
の
発
行

を
出
願
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
う
え
で
参
考
に
な
る
の
が
、
秋
田

郡
荒
瀬
村
で
起
こ
っ
た
山
論
で
あ
る
。
こ
の
山
論
は
、
享
和
三
年（
一
八
〇
三
）四
月
、
荒

瀬
村
が
所
持
し
て
き
た
郷
林
を
、
銅
山
方
が
「
銅
山
料（
領
）」
に
編
入
し
よ
う
と
目
論

ん
だ
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
争
論
は
、
文
化
元
年
五
月
に
銅
山
方
の
敗
訴
で
決
着
す
る

が
、
そ
の
際
に
荒
瀬
村
の
主
張
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が
、
享
保
二
〇
年（
一
七
三
五
）に

発
行
さ
れ
た
御
札
で
あ
っ
た
。
こ
の
御
札
は
、
当
該
区
域
を
御
札
山
に
指
定
し
、
同
村

の
「
郷
林
」
と
し
て
保
護
・
育
成
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
山
論
の
結
果
、

再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
境
界
表
現
に
修
正
を
加
え
た
御
札
が
改
め
て
掲
示
さ
れ
る
と

と
も
に
、
境
界
に
あ
た
る
二
か
所
に
「
境
森
」
が
築
か
れ
た
。

右
の
荒
瀬
村
の
事
例
で
は
、
御
札
は
明
ら
か
に
利
用
権
の
保
証
、
あ
る
い
は
正
当
化

の
根
拠
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
御
札
山
は
、
育
成
の
過
程
で
は
厳
し
い
利
用
制

限
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
が
、
一
方
で
は
将
来
の
利
用
を
林
主（
村
や
個
々
の
百
姓
）に
約

束
し
、
そ
れ
を
周
辺
村
々
に
認
知
さ
せ
て
盗
伐
な
ど
を
防
ぐ
制
度
で
も
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
七
日
市
村
の
文
蔵
は
、
一
定
期
間
の
利
用
制
限
と
引
き
替
え

に
、「
自
分
林
」
の
保
護
・
育
成
と
成
林
後
の
利
用
を
藩
の
も
と
に
保
証
し
て
も
ら
う

た
め
、
御
札
の
発
行
を
出
願
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

お　

わ　

り　

に

本
稿
で
は
、
御
札
山
制
度
の
分
析
を
通
じ
て
、
秋
田
藩
に
お
け
る
山
林
資
源
の
管

理
・
利
用
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
最
後
に
、
そ
の
要
点
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

①
御
札
山
は
、
苗
木
や
若
木
を
保
護
し
て
成
林
を
促
し
、
成
林
後
も
山
林
の
持
続
的

な
利
用
を
図
る
制
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
将
来
の
利
用
を
林
主（
村
や
百
姓
）に
約

束
し
、
そ
れ
を
周
辺
村
々
に
認
知
さ
せ
て
、
盗
伐
な
ど
を
防
ぐ
意
義
も
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
林
主
は
、
一
定
期
間
の
利
用
制
限
と
引
き
替
え
に
、
御
札
の
発
行
を
藩

に
出
願
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
御
札
山
は
確
か
に
村
井
氏

の
い
う
よ
う
に
「
民
需
を
対
象
」
と
し
た
山
林
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
御

札
山
に
青
木
が
植
栽
さ
れ
れ
ば
、
歩
分
林
制
度
に
則
っ
て
、
藩
も
一
定
の
御
用
材

を
確
保
で
き
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
御
札
山
で
育
成
さ
れ

る
の
が
雑
木
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
加
工
し
た
薪
炭
材
を
買
い
上
げ
る
こ

と
で
、藩
は
自
ら
の
需
要
を
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
を
重
視
す
れ
ば
、

御
札
山
制
度
と
は
、
直
轄
林
の
山
林
資
源
が
減
少
し
て
い
く
な
か
で
村
々
の
郷
林

な
ど
に
目
を
付
け
た
藩
が
、
村
や
百
姓
を
刺
激
し
て
、
青
木
や
雑
木
を
盛
ん
に
育

成
さ
せ
る
た
め
の
制
度
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

②
藩
は
特
定
の
山
林
を
御
札
山
に
指
定
す
る
際
、
そ
の
区
域
や
保
護
・
育
成
の
目
的

を
記
載
し
た
木
製
の
御
札
を
発
行
し
た
。
こ
の
御
札
に
は
、
原
則
と
し
て
家
老
が

署
名
し
た
。
発
行
さ
れ
た
御
札
の
記
載
内
容
は
、
評
定
所
で
控
え
て
お
く
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
御
札
を
拝
領
し
た
村
は
、
控
え
を
作
成
し
て
山
林
へ
掲
示
す
る

か
、
肝
煎
の
手
元
で
保
管
し
た
。
そ
の
後
、
御
札
は
必
要
に
応
じ
て
再
発
行
さ
れ

た
。
御
札
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
御
札
山
の
指
定
が
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ

（
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秋
田
藩
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け
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御
札
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の
管
理
・
利
用

一
〇
一

た
。
こ
う
し
た
御
札
山
制
度
の
運
用
に
は
、
家
老
の
意
思
も
一
定
程
度
反
映
さ
れ

た
。

③
文
化
〜
文
政
期（
一
八
〇
四
〜
三
〇
）に
は
、
林
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、「
山
林
御

札
控
」「
御
札
山
略
図
」
が
編
纂
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
藩
庁
に
居
な
が
ら
、

領
内
に
分
布
す
る
御
札
山
を
一
定
程
度
把
握
で
き
る
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
た
。

④
目
的
に
着
目
す
る
と
、
御
札
山
は
生
産
林
と
環
境
林
に
大
別
で
き
る
。
こ
の
環
境

林
に
は
、
水
野
目
林
・
川
除
林
・
砂
除
林
・
頽
雪
除
林
が
含
ま
れ
る
。
保
護
・
育

成
の
主
体
に
着
目
す
る
と
、
御
札
山
は
、「
郷
中
」
が
保
護
・
育
成
に
責
任
を
負

う
場
合
と
、「
符
人
」
す
な
わ
ち
個
々
の
林
主
が
保
護
・
育
成
に
責
任
を
負
う
場

合
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。

⑤
御
札
山
の
設
定
は
元
和
四
年（
一
六
一
八
）
を
初
見
と
し
、
慶
安
期（
一
六
四
八

〜
五
二
）か
ら
次
第
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
、
貞
享
期（
一
六
八
四
〜

八
八
）か
ら
享
保
期（
一
七
一
六
〜
三
六
）に
か
け
て
の
増
加
が
著
し
い
。
元
文
期

（
一
七
三
六
〜
四
一
）以
降
、
御
札
山
の
設
定
は
や
や
落
ち
着
く
が
、
寛
政
・
享
和

期（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
四
）に
再
び
急
増
し
た
。

⑥
御
札
山
制
度
は
当
初
、
雄
物
川
上
流
域（
仙
北
郡
・
平
鹿
郡
・
雄
勝
郡
）を
主
な
対
象

と
し
て
お
り
、
次
第
に
雄
物
川
下
流
域（
秋
田
郡
の
城
下
廻
と
川
辺
郡
）、
米
代
川
流

域
・
男
鹿
半
島（
山
本
郡
と
秋
田
郡
の
比
内
・
小
猿
部
・
阿
仁
・
男
鹿
）へ
と
対
象
が
拡

大
し
て
い
っ
た
。

⑦
宝
永
期（
一
七
〇
四
〜
一
一
）ま
で
は
水
野
目
林
の
数
が
最
も
多
く
、
御
札
山
制
度

は
当
初
、
水
野
目
林
の
設
定
を
主
な
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
水
野
目

林
の
数
は
、
新
田
開
発
の
進
展
に
呼
応
し
て
漸
増
し
、
開
発
が
や
や
落
ち
着
い
た

貞
享
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
特
に
増
加
し
た
。

⑧
生
産
林
の
数
は
、
慶
安
期
か
ら
次
第
に
増
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
と
り
わ
け
宝
永

期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
急
増
し
た
。
貞
享
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
の
御
札
山

の
著
し
い
増
加
は
、
生
産
林
の
急
増
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
う
し
た
生
産

林
急
増
の
背
景
に
は
、
元
禄
期（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）に
お
け
る
林
政
担
当
役
人

の
整
備
と
、
宝
永
・
正
徳
期（
一
七
〇
四
〜
一
六
）に
お
け
る
青
木
の
植
栽
お
よ
び

雑
木
の
保
護
・
育
成
の
奨
励
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
徳
期
こ
ろ
か
ら
、
御

札
山
制
度
は
水
野
目
林
だ
け
で
は
な
く
、
生
産
林
を
保
護
・
育
成
す
る
た
め
の
制

度
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
寛
政
・
享
和
期
に
お
け
る
御

札
山
の
急
増
も
、
生
産
林
の
急
増
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
背
景
に
は
、

郡
方
が
山
林
資
源
の
育
成
を
奨
励
し
た
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
御
札
山
の
採
草
地
利
用
や
焼
畑
化
は
「
先
年
」
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
文
政
期
の
時
点
で
、
採
草
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
例
が
複
数
み
ら
れ

た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
藩
は
林
の
保
護
・
育
成
を
再
度
命
じ
て
い
る
。

「
山
林
御
札
控
」「
御
札
山
略
図
」
の
編
纂
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
一
九
世
紀
林

政
改
革
で
は
、
御
札
山
制
度
の
立
て
直
し
が
図
ら
れ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
採

草
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
場
所
が
御
札
山
の
一
部
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
場
所
が

な
い
と
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
例
外
的
に
採
草
地
と
し
て
の
利
用
も
許
可
さ
れ
た
。

ま
た
、
御
札
山
に
指
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
文
政
期
の
時
点
で
、
過
剰
な
伐
採
に
よ

り
「
伐
尽
」
に
な
っ
て
い
る
山
林
も
存
在
し
た
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
秋
田
藩
の
御
札
山
制
度
の
特
徴
は
、
一
定
程
度
明
ら
か
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
具
体
的
な
事
例
と
し
て
あ
げ
た
の
は
、

文
政
期
と
い
う
限
ら
れ
た
時
期
の
も
の
で
、
年
代
に
よ
る
変
化
を
充
分
に
追
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
御
札
山
が
急
増
し
た
貞
享
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
の
一

次
史
料
を
捜
索
し
、
分
析
を
深
め
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。



秋
田
藩
に
お
け
る
御
札
山
の
管
理
・
利
用

一
〇
二

版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
15
）　

芳
賀
和
樹
「
寛
政
期
の
秋
田
藩
林
政
と
藩
政
改
革
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』

四
八
、
二
〇
一
四
年
）。

（
16
）　

芳
賀
和
樹
「
秋
田
藩
に
お
け
る
一
九
世
紀
林
政
改
革
の
基
調
─
「
山
林
取
立
」
政
策
を
中

心
に
─
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
五
〇
、
二
〇
一
六
年
）。

（
17
）　

前
掲
芳
賀
・
加
藤
「
一
九
世
紀
の
林
政
改
革
と
近
代
へ
の
継
承
」
二
〇
頁
。

（
18
）　
「
山
林
御
札
控
」
一
〜
八（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号
：
分
館
─
〇
六
─
〇
三
三
─

〇
〇
・
平
一
九
農
水
一
〇
四
七
五
一
〇
〇
〜
一
〇
四
八
二
一
〇
〇
）。
一
巻
は
六
郡
御
留
山
、

二
巻
は
雄
勝
郡
、
三
巻
は
平
鹿
郡
、
四
巻
は
仙
北
郡
、
五
巻
は
川
辺
郡
、
六
・
七
巻
は
秋
田

郡
、
八
巻
は
山
本
郡
に
つ
い
て
収
録
す
る
。

（
19
）　

介
川
東
馬
日
記
「
文
化
九
壬
申
年
正
月
ヨ
リ
十
二
月
マ
テ 

日
記 

六
十
」（
秋
田
県
公
文
書

館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
史
料
番
号
：
介
川
二
〇
）一
〇
月
二
九
日
条
。
ち
な
み
に
介
川
は
、

木
山
掛
奉
行
と
し
て
一
九
世
紀
の
林
政
改
革
を
主
導
し
た
人
物
で
あ
る
。

（
20
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
一
。
以
下
、
引
用
史
料
中
の
読
点
、
並
列
点
、
傍
線
、
丸
数
字
、

丸
括
弧
部
分
は
引
用
者
が
付
し
た
。

（
21
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
二
。

（
22
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
二
。

（
23
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
二
。

（
24
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
二
。

（
25
）　

前
掲
介
川
東
馬
日
記
「
文
化
九
壬
申
年
正
月
ヨ
リ
十
二
月
マ
テ 

日
記 

六
十
」
三
月
八
日

条
に
「
六
日
ナ
リ
」
と
あ
る
。

（
26
）　

前
掲
介
川
東
馬
日
記
「
文
化
九
壬
申
年
正
月
ヨ
リ
十
二
月
マ
テ 

日
記 

六
十
」
一
〇
月

二
九
日
条
。

（
27
）　
「
御
札
山
絵
図
」
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
最
も
使
用
例
の
多
い
「
御
札
山

略
図
」
で
統
一
す
る
。

（
28
）　
「
御
札
山
略
図 

御
城
下
廻
近
村
五
十
目
・
男
鹿
迄
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
〇
）、「
秋

田
郡
御
札
山
略
図 

小
猿
部
・
大
阿
仁
・
小
阿
仁
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
一
）、「
秋
田
郡

御
札
山
略
図 
小
猿
部
・
大
阿
仁
・
小
阿
仁
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
二
）、「
秋
田
郡
御
札

山
略
図 

北
比
内
・
南
比
内
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
三
）、「
山
本
郡
御
札
山
略
図
」（
史
料

註（
1
）　

御
札
林
と
も
表
記
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
御
札
山
で
統
一
す
る
。

（
2
）　

岩
崎
直
人
『
秋
田
杉
林
の
成
立
並
に
更
新
に
関
す
る
研
究
』（
興
林
会
、
一
九
三
九
年
）

三
四
〜
三
五
頁
。

（
3
）　

村
井
英
夫
『
秋
田
藩
林
野
史
研
究
序
説
』（
村
井
英
夫
、
一
九
五
九
年
）二
一
〜
二
七
頁
。

（
4
）　

秋
田
県
編
『
秋
田
県
史 

第
二
巻
近
世
編
上
』（
秋
田
県
、
一
九
六
四
年
）四
八
五
〜
四
九
二

頁
。

（
5
）　

秋
田
県
編
『
秋
田
県
林
業
史 
上
巻
』（
秋
田
県
、
一
九
七
三
年
）一
一
三
〜
一
一
七
頁
。
引

用
文
中
の
丸
括
弧
内
は
、
引
用
者
が
補
っ
た
部
分
で
あ
る
。

（
6
）　

前
掲
秋
田
県
編
『
秋
田
県
林
業
史 
上
巻
』
九
〇
〜
九
五
頁
。

（
7
）　

能
代
木
材
産
業
史
編
集
委
員
会
編
『
能
代
木
材
産
業
史
』（
能
代
木
材
産
業
連
合
会
、

一
九
七
九
年
）一
六
一
〜
一
六
四
頁
。

（
8
）　

前
掲
秋
田
県
編
『
秋
田
県
林
業
史 

上
巻
』
一
〇
八
〜
一
一
三
頁
。
な
お
、
上
記
を
分
担

執
筆
し
た
中
谷
雅
昭
氏
は
、
史
料
中
の
「
檜
」
を
そ
の
ま
ま
ヒ
ノ
キ
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
①
ヒ
ノ
キ
の
天
然
分
布
は
北
限
を
福
島
県
、
南
限
を
鹿
児
島
県
と
す
る
こ
と

（
佐
藤
敬
二
『
日
本
の
ヒ
ノ
キ 

上
巻
』〈
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
、
一
九
七
一
年
〉
九
八
頁
）、

②
旧
羽
後
国
お
よ
び
秋
田
県
で
は
ヒ
バ
を
「
ヒ
ノ
キ
」
と
呼
称
し
た
こ
と（
農
商
務
省
山
林
局

編
『
日
本
樹
木
名
方
言
集
』〈
大
日
本
山
林
会
、
一
九
一
六
年
〉
二
七
〜
二
八
頁
。
鷹
巣
農
林

植
物
同
好
会
編
『
秋
田
の
植
物
方
言
』〈
鷹
巣
農
林
植
物
同
好
会
、
一
九
三
〇
年
〉
四
三
頁
）を

考
慮
す
る
と
、
史
料
中
の
「
檜
」
は
ヒ
バ
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
9
）　

前
掲
秋
田
県
編
『
秋
田
県
林
業
史 

上
巻
』
一
〇
一
〜
一
〇
五
頁
・
一
二
五
〜
一
二
七
頁
。

（
10
）　

前
掲
秋
田
県
編
『
秋
田
県
林
業
史 

上
巻
』
一
二
七
〜
一
三
三
頁
。

（
11
）　

前
掲
秋
田
県
編
『
秋
田
県
林
業
史 

上
巻
』
一
二
八
〜
一
三
三
頁
。

（
12
）　

芳
賀
和
樹
「
近
世
阿
仁
銅
山
炭
木
山
の
森
林
経
営
計
画
─
天
保
一
四
年
炭
番
山
繰
を
中
心

に
─
」（『
林
業
経
済
』
七
五
六
、
二
〇
一
一
年
）。

（
13
）　

芳
賀
和
樹
・
加
藤
衛
拡
「
一
九
世
紀
の
林
政
改
革
と
近
代
へ
の
継
承
」（『
林
業
経
済
研
究
』

五
八
─
一
、
二
〇
一
二
年
）一
九
頁
。
番
山
繰
と
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
用
材
・
薪
炭
材
を
安

定
供
給
す
る
た
め
の
伐
採
計
画
で
、
い
わ
ゆ
る
輪
伐
に
相
当
す
る
。

（
14
）　

金
森
正
也
『
藩
政
改
革
と
地
域
社
会
─
秋
田
藩
の
「
寛
政
」
と
「
天
保
」
─
』（
清
文
堂
出



秋
田
藩
に
お
け
る
御
札
山
の
管
理
・
利
用

一
〇
三

番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
四
）、「
川
辺
郡
御
札
山
略
図
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
五
）、「
仙
北
郡

御
札
山
略
図 

坤
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
六
）、「
御
札
山
略
図 

乾
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─

四
五
七
）、「
小
猿
部
・
南
比
内
御
札
山
絵
図 

上
」（
史
料
番
号
：
山
口
六
〇
〇
一
）、「
北
比
内

御
札
山
絵
図 
下
」（
史
料
番
号
：
山
口
六
〇
〇
二
）。
ち
な
み
に
、
県
Ｃ
─
四
五
〇
〜
四
五
七
の

八
点
は
県
庁
か
ら
移
管
さ
れ
た
史
料
で（
秋
田
県
公
文
書
館
編
『
秋
田
県
庁
旧
蔵
古
文
書（
秋
田

藩
関
係
文
書
Ⅰ
）』〈
秋
田
県
公
文
書
館
、
二
〇
〇
九
年
〉
四
頁
）、
前
掲
秋
田
県
編
『
秋
田
県
史 

第
二
巻
近
世
編
上
』
四
八
五
〜
四
九
二
頁
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）　
「
山
本
郡
御
札
山
略
図
」（
史
料
番
号
：
図
面
六
四
）、「
川
辺
郡
御
札
山
略
図
」（
史
料
番

号
：
図
面
六
五
）、「
仙
北
郡
御
札
山
図
」（
史
料
番
号
：
図
面
六
六
）、「
仙
北
郡
御
札
山
図
面 

上
」（
史
料
番
号
：
図
面
六
七
）、「
仙
北
郡
御
札
山 

下
」（
史
料
番
号
：
図
面
六
八
）、「
平
鹿
郡

御
札
山
略
図
」（
史
料
番
号
：
図
面
六
九
）、「
雄
勝
・
平
鹿
郡
御
札
山
絵
図
面
」（
史
料
番
号
：
図

面
七
〇
）、「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

小
猿
部
・
大
阿
仁
・
小
阿
仁
」（
史
料
番
号
：
図
面
七
一
）、

「
秋
田
郡
小
猿
部
・
両
阿
仁
村
々 

御
札
山
絵
図
」（
史
料
番
号
：
図
面
七
二
）、「
秋
田
郡
御
札
山

略
図 

御
城
下
廻
近
村
五
十
目
・
男
鹿
迄
」（
史
料
番
号
：
図
面
七
三
）、「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

北
比
内
・
南
比
内
」（
史
料
番
号
：
図
面
七
四
）。

（
30
）　
「
御
札
山
絵
図
面（
雄
勝
・
平
鹿
郡
）」（
請
求
番
号
：
分
館
─
〇
六
─
〇
三
三
─
〇
〇
・
平

一
九
農
水
一
〇
四
一
五
一
〇
〇
）、「
御
札
山
絵
図
面（
川
辺
郡
）」（
請
求
番
号
：
分
館
─
〇
六

─
〇
三
三
─
〇
〇
・
平
一
九
農
水
一
〇
五
六
六
一
〇
〇
）。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
平
成
一
九
年

度
に
林
野
庁
東
北
森
林
管
理
局
か
ら
移
管
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、「
御
札
山
絵
図
面
」（
請
求
番

号
：
分
館
─
〇
六
─
〇
三
三
─
〇
〇
・
平
一
九
農
水
一
〇
四
二
一
一
〇
〇
）と
い
う
史
料
も
所

蔵
さ
れ
て
い
る
が
内
容
は
異
な
る
。

（
31
）　

前
掲
「
御
札
山
略
図 

御
城
下
廻
近
村
五
十
目
・
男
鹿
迄
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
〇
）

の
冒
頭
に
よ
る
と
、「
六
郡
御
札
絵
図
、
総
而
九
冊
ニ
分
之
」
と
あ
り
、「
御
札
山
略
図
」
は
九

冊
で
一
揃
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
内
訳
は
明
確
で
な
い
が
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
調

査
し
て
き
た
「
御
札
山
略
図
」
を
踏
ま
え
る
と
、
山
本
郡
一
冊
、
秋
田
郡
三
冊（「
御
城
下
廻
近

村
五
十
目
・
男
鹿
迄
」「
小
猿
部
・
大
阿
仁
・
小
阿
仁
」「
北
比
内
・
南
比
内
」）、
川
辺
郡
一
冊
、

仙
北
郡
二
冊（
大
部
の
た
め
分
冊
）、
平
鹿
郡
一
冊
、
雄
勝
郡
一
冊
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、「
御
札
山
略
図
」
は
複
数
の
写
本
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
が
原
本
な
の
か（
そ
も

そ
も
原
本
は
現
存
す
る
の
か
）は
定
か
で
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
複
数
の
「
御
札
山
略
図
」

を
対
照
し
な
が
ら
分
析
す
る
。

（
32
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
四
。

（
33
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
四
。

（
34
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
二
。

（
35
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
四
。

（
36
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
四
。

（
37
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
四
。

（
38
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
四
。

（
39
）　

前
掲
「
仙
北
郡
御
札
山
略
図 

坤
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
六
）。

（
40
）　

前
掲
「
仙
北
郡
御
札
山
略
図 

坤
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
六
）。

（
41
）　

前
掲
「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

北
比
内
・
南
比
内
」（
史
料
番
号
：
図
面
七
四
）。

（
42
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
六
。

（
43
）　

前
掲
「
山
林
御
札
控
」
四
。

（
44
）　

前
掲
「
御
札
山
略
図 

乾
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
七
）。

（
45
）　

前
掲
「
川
辺
郡
御
札
山
略
図
」（
史
料
番
号
：
図
面
六
五
）。

（
46
）　

前
掲
「
雄
勝
・
平
鹿
郡
御
札
山
絵
図
面
」（
史
料
番
号
：
図
面
七
〇
）。

（
47
）　

前
掲
「
御
札
山
略
図 

乾
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
七
）。

（
48
）　

秋
田
藩
で
は
「
川
除
」
の
方
が
一
般
的
な
表
現
な
の
で
、
以
後
は
「
川
除
」
で
統
一
す
る
。

（
49
）　

前
掲
芳
賀
「
秋
田
藩
に
お
け
る
一
九
世
紀
林
政
改
革
の
基
調
」
一
一
三
頁
。

（
50
）　

前
掲
「
御
札
山
略
図 

乾
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
七
）。

（
51
）　

安
間
只
兵
衛
は
、
文
政
一
二
年
一
二
月
「
覚（
川
連
村
肝
煎
関
喜
内
植
立
杉
、
郷
中
割
合

定
に
つ
き
）」（「
木
山
方
以
来
覚
追
加
」
五
─
三
、
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号
：
分
館
─

〇
六
─
〇
三
三
─
〇
〇
・
平
一
九
農
水
一
〇
三
二
〇
一
〇
〇
所
収
）に
林
取
立
役
と
し
て
署
名

し
て
い
る
。

（
52
）　

雄
勝
郡
の
川
除
林
は
、
す
べ
て
設
定
年
代
が
不
明
で
あ
る
。
雄
勝
郡
の
川
除
林
は
、
川
除

林
全
体
の
約
三
割
を
占
め
る
た
め
、
川
除
林
の
推
移
は
参
考
値
と
し
て
お
く
。

（
53
）　

前
掲
秋
田
県
編
『
秋
田
県
史 

第
二
巻
近
世
編
上
』
二
八
五
〜
二
八
六
頁
。

（
54
）　

正
徳
三
年
九
月
「
正
徳
三
巳
年
山
林
取
立
被
仰
渡
ヶ
条
」（「
木
山
方
以
来
覚
」
二
─

二
、
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号
：
分
館
─
〇
六
─
〇
三
三
─
〇
〇
・
平
一
九
農
水



秋
田
藩
に
お
け
る
御
札
山
の
管
理
・
利
用

一
〇
四

一
〇
四
九
四
一
〇
〇
所
収
）。

（
55
）　

前
掲
「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

小
猿
部
・
大
阿
仁
・
小
阿
仁
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─

四
五
一
）。

（
56
）　

前
掲
「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

小
猿
部
・
大
阿
仁
・
小
阿
仁
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─

四
五
一
）。

（
57
）　

前
掲
「
川
辺
郡
御
札
山
略
図
」（
史
料
番
号
：
図
面
六
五
）。

（
58
）　

前
掲
「
川
辺
郡
御
札
山
略
図
」（
史
料
番
号
：
図
面
六
五
）。

（
59
）　

前
掲
「
御
札
山
略
図 
乾
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
七
）。

（
60
）　

前
掲
「
御
札
山
略
図 

乾
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
七
）。

（
61
）　

前
掲
「
御
札
山
略
図 

乾
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─
四
五
七
）。

（
62
）　

前
掲
「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

北
比
内
・
南
比
内
」（
史
料
番
号
：
図
面
七
四
）に
よ
る
と
、

「
文
化
十
一
戌
年
願
申
上
、
薪
明
山
ニ
拝
領
」
と
あ
る
。

（
63
）　

前
掲
「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

北
比
内
・
南
比
内
」（
史
料
番
号
：
図
面
七
四
）に
よ
る
と
、

「
文
化
十
二
亥
年
杉
六
百
本
拝
領
、
三
尺
廻
よ
り
六
尺
廻
ま
て
」
と
あ
る
。

（
64
）　

前
掲
「
川
辺
郡
御
札
山
略
図
」（
史
料
番
号
：
図
面
六
五
）に
よ
る
と
、「
文
政
四
年
巳
三
月

中
依
願
薪
山
被
明
下
候
」
と
あ
る
。

（
65
）　

前
掲
「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

北
比
内
・
南
比
内
」（
史
料
番
号
：
図
面
七
四
）に
よ
る
と
、

「
文
化
十
一
戌
年
杉
五
百
本
拝
領
、
弐
尺
廻
よ
り
五
尺
廻
ま
て
」
と
あ
る
。

（
66
）　

た
だ
し
、
樹
木
は
老
齢
に
な
る
と
、
水
源
涵
養
・
水
害
防
備
・
飛
砂
防
備
・
雪
崩
防
止
の

機
能
を
充
分
に
果
た
せ
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
環
境
林
で
あ
っ
て
も
適
宜
伐
採
し
、
新
た

な
樹
木
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

（
67
）　

前
掲
「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

小
猿
部
・
大
阿
仁
・
小
阿
仁
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─

四
五
一
）。

（
68
）　

前
掲
「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

小
猿
部
・
大
阿
仁
・
小
阿
仁
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─

四
五
一
）。

（
69
）　

前
掲
「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

小
猿
部
・
大
阿
仁
・
小
阿
仁
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─

四
五
一
）。

（
70
）　
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典 

秋
田
県
』（
角
川
書

店
、
一
九
八
〇
年
）三
二
四
・
三
二
五
頁
に
よ
る
と
、
正
徳
期
以
降
、
品
類
村
の
肝
煎
は
七
日

市
村
の
肝
煎
が
兼
帯
し
た
と
い
う
。

（
71
）　
「
自
分
林
」
は
符
人
林
と
も
呼
ば
れ
、
個
々
の
林
主
が
管
理
し
た
山
林
で
あ
る
。

（
72
）　

前
掲
「
秋
田
郡
御
札
山
略
図 

小
猿
部
・
大
阿
仁
・
小
阿
仁
」（
史
料
番
号
：
県
Ｃ
─

四
五
一
）。

（
73
）　

芳
賀
和
樹
・
渡
部
圭
一
・
加
藤
衛
拡
「
阿
仁
銅
山
山
麓
に
お
け
る
森
林
資
源
利
用
の
均
衡

と
対
抗
─
秋
田
藩
領
荒
瀬
村
肝
煎
・
湊
家
文
書
の
解
題
と
翻
刻
─
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研

究
紀
要
』
五
〇
、二
〇
一
六
年
）一
六
七
〜
一
六
九
頁
。

（
74
）　
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
岩
崎
氏
・
村
井
氏
と
『
秋
田
県
史
』
の
見
解
の
相
異
は
、
こ
う

し
た
御
札
山
制
度
の
二
面
性
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
附
記
〕

本
稿
は
、
二
〇
一
四
〜
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）「
江
戸
時
代

に
お
け
る
林
政
の
展
開
と
森
林
資
源
の
管
理
・
経
営
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
番
号

二
六
・
八
六
四
九
、
研
究
代
表
者
芳
賀
和
樹
）、
二
〇
一
五
〜
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
基
盤
研
究（
Ｂ
））「
東
北
型
社
会
の
特
質
に
関
す
る
史
的
研
究
：
地
域
資
源
の
開
発
・
管
理
・

利
用
と
の
関
係
を
重
視
し
て
」（
課
題
番
号
一
五
Ｈ
〇
四
五
六
〇
、
研
究
代
表
者
加
藤
衛
拡
）に

よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
史
料
調
査
で
は
、
秋
田
県
公
文
書
館
・
東
北
森
林
管
理
局
・
国
立

公
文
書
館
・
お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
る
。


